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‘
　
　
　
　
　
　
‘
　
七
』
詩
，
．
ー
い
「
㍑
…
川
「
八
月
綾
i
　
ー
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
1
．
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

な
か
の
紋
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
ー
　
　
　
1
　
　
！
　
　
　
　
　
．
　
1
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
，
　
‘
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
1
　
1

一
…
L
「
ー
　
ー
　
　
ー
…
1
ー
…

八
月
上
囚
川
沖
日
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九
月

ぽ
て
の
紋

九
月
上

九
月
千

九
月
終

十
月
w
†
’
月
十
・
多
月

冬
の
は
じ
め
な
か
の
冬
は
て
の
冬

冬（
w
噂
已
め
宇
月
申
の
冬
（
ナ
万
上
）
暮
の
冬
（
＋
’
百
初
）

十
月
　
中
’
±
月
　
中
±
月
　
寸

十
月
ぽ
て
工
周
終
＋
二
月
終

5　IJ　（｝

　
以
上
両
集
の
今
け
方
を
み
3
ヒ
、
「
相
穣
5
の
方
は

＋
’
Z
テ
月
き
ρ
4
ド
わ
け
、
ミ
；
ド
ま
の
一
己
分
を
「

ば
じ
汐
・
「
な
か
」
’
「
は
て
」
の
三
著
分
↑
し
含
の
推
移
を

　
　
　
　
　
O

考
え
て
い
る

「
特
杢
隻
ビ
は
＋
ニ
ケ
月
に
分
け
た
上
、
ヤ
・
ら
に
ス



月
を
「
初
」
（
上
Y
「
中
」
・
「
終
」
（
は
て
）
に
細
令
－

、
告
・
都
タ
ド
＋
漬
の
歌
ε
鼠
し
て
い
う
の
今
で
な
く

ρ
4
の
港
後
に
は
い
ザ
れ
｛
長
孜
（
反
孜
一
首
あ
り
）

が
あ
る
ヒ
い
う
風
ト
餐
弦
と
し
た
楕
成
ピ
な
し
て
い

る
．
　
俊
襲
は
こ
の
丙
簾
の
祉
く
細
介
ぱ
し
一
て
い
な
い

が
一
与
を
ρ
寿
ず
別
に
φ
箸
分
（
　
己
f
月
を
一
つ
め
▲
穿
の

穿
位
と
す
る
方
浄
。
）
p
す
♪
考
え
は
固
じ
で
あ
り
、

俊
襲
の
責
裁
の
広
ド
は
や
は
り
時
苦
や
相
模
の
如
く

ゆ
孝
の
椎
移
の
千
に
細
分
し
た
葦
物
を
孜
の
主
題
と
，

し
て
妃
埠
す
る
方
声
を
ヒ
っ
壬
、
の
で
あ
る
。



　
次
ド
．
散
゜
み
集
し
に
お
け
る
②
4
の
主
寒
ズ
ビ
の

よ
・
り
ド
暑
峰
的
に
排
列
O
れ
マ
い
る
か
。
こ
仁
を
荻

数
り
多
寓
な
ど
と
U
敷
し
つ
－
牙
・
え
て
ナ
く
と
玖
の

緑
な
表
沢
あ
ま
あ
ボ
る
。

5d1

春 蔀

霞続立　冗

@　寿　日
正
月

14　3　1　1 萩数
散咲嘆芸る　く　そ　ド　　め爆霧る　る

@　爆裡
二
月

28　50　1　1 歌　薮

　　　一
ﾁ帰挾盲　　め　　　三　　　9

n雁花元　　　N
三
月

1　3　1　3 叙　数



P立ゆ

祈ア格鶯楡春粥駒or妾チ

　　　塞雪　　紋菜a

　　　　　　　　　／　　　　　　　　／　　　　　　　　／／　　　　　　／／〆
　　　　　／　　　　1／／／
／／
／

寿
駒

す
み
れ

ガ
哨
・
つ
は
た

苗
　
代

維
　
子

山
　
唆

藤
の
花

少
梨
の
在

致
　
埠

三
月
尽

8 7　9　3 2　3



⊂
包

は

60

4

60

@
　
1
4
　
　
4
4

5戊2

／
月
レ
ユ
メ
ロ

田
　
　
月

数
駅

五
　
　
月

数
歎

六
　
　
n
月

数
款

更
　
　
衣

，
」

郭
　
　
公

5
6

ポ
風
吹
赤
｜

飴
　
花

3

蛙

2

夏
日
ぎ
劇

ー

夏

ア
　
　
た
［
’
μ
」
葵

1
2
2

包
「
　
　
歯
瞬

↓
ー

一
隻
　
　
月
百
入
　
虫

7
ー

橘

フ
L

あ
や
め
昔

9

焦
　
子

4

郭
　
　
公

5

み
月
雨

9

疏
風
如
紋

ー

蛍

4

竹
風
如
杖

」



部

／’

／

日召ヒ
、、v、

も

舶し

へ
’
」

紋タ水く蚊タ虫孕風・米Xと避
　　λ追
節額鶏㌃久立　　室　暑



5｛」3

6

5「／
し

8

73

F・昏 夏

六
月
祓

6内！
」

8’
へ
」

墓’t：　pt夏蓮蛍蛮鵜夏

　　　　　未ロ　蔭風花Pt叫芋

2　 1　　2 41



七
　
　
月

数
孜

＼
　
　
日
川
ノ

数
荻

九
　
　
月

数
荻

立
　
　
杖

ー

野
　
花

3

月

37

タ
　
　
風

ー

刈
　
　
藩
一

2

菊

9

鹿
風
告
紋

2

露

ー

練
の
タ
纂
・

ー

紋

残
　
　
暑

ー

女
部
花

「
／

紋
の
夜
長

ー

荻

3

荻

10

、
神
の
実

ー

ヒ
　
　
タ
ノ

1
2

藩

5

紅
　
ま

9

晃
の
し
こ
畜
丁

｛

き
り
、
キ
×
り
す

ー

蘭

2

女
郎
－
花

ー



5」1

ト影

／

　　　　　　　　　キ

　　巴穎阜声必tl
i7　3　2 5　3 2

虫
の
去
τ

炊
の
く
れ

九
月
八
、

3



主
題
評　　　　紋

6

．／

2
0

2
5

月タタ少樽駒霧　z　夜　風　・日　永巴

川 24　　　　　1　　　　　1　　　　　↓　　　　　3　　　　　3　　　　　8

l
l

65



5」5

†
　
　
月

数
歌

†
一
月

教
孜

す
二
　
月

款
歌

初
　
無

ー

山
里
住
み

ー

埋
　
火

ー

き
　
　
爵
日

川

鷹
…
狩

7

山
寡
風

ー

二
　
　
簾
4
ボ

5

野
径
寒
阜

ー

’
霰
”

2

各

峯
　
　
薫

14

才
　
　
鳥

5

み
．
そ
れ

ー

嵐

1

惹
声
雀
火
）
　
　
、

Z

水
　
　
鳥

4

ひ
プ
ち
田

ー

五
　
　
廿
即

ー

日
光
吠
氷

ー

網
　
代

6

神
　
　
寺

ー

月

3

臨
時
襟

ー

禽

ー



P老主
題

／

／
／
／
　
／
　
／
　
’
／
／
｝

∠
川
〔
－

臼

炭
が
ま

心
家
冬
閑

氷雪

儀
墓
B

8 23　6　1　254



5u6

　
メ
上
の
妄
ひ
〆
ら
便
ム
琴
の
主
・
題
（
暑
中
物
）
と
そ
れ
戸

屍
列
ー
れ
た
孜
数
を
慧
遼
L
て
み
・
う
と
次
の
一
禄
に
な

る
。

「
｝　1

｜

△ 紋 夏　｜涛i　’

1

の の の iの 坪 1

師 坪 坪 坪
…

二 複 9

　1　1

ﾇ 主
丁
　
パ

†
二
† †
二
題 1

ll3 196 170 ｝84 ｝欠
1

首 首 首 盲 致

⊥

　
　
計

石
⑤
†
二

蹴
首



　
二
つ
未
C
明
・
～
か
8
罧
ド
主
麹
・
款
ム
と
t
ド
最

－
多
い
の
口
杖
の
部
、
｛
k
あ
る
．
　
こ
ト
は
ρ
そ
7
の
牛
∴
・

炊
と
い
う
琴
け
岬
バ
L
題
に
な
6
暑
ザ
物
き
じ
取
t
・
多
く
布

し
・
い
3
こ
ヒ
き
粕
語
5
土
の
で
あ
，
5
．
　
さ
う
に
乞

主
句
｛
内
内
心
桔
を
冴
3
ヒ
炊
で
白
「
月
」
の
主
題
に
靖

す
」
荻
故
ズ
6
1
着
で
最
v
多
い
。
　
月
の
主
超
は
パ
月

の
乗
後
ヒ
九
月
の
最
初
ド
違
練
助
’
ト
ま
た
犬
っ
て
屍

爾
且
ナ
ハ
ス
θ
止
澗
．
・
管
才
か
ド
ト
入
つ
▲
‥
ナ
に
め
と
9
古
＋
蝋
〃
為
C
の
」
t
の
か
－
‘
フ

言
つ
　
て
t
玖
の
持
灸
ハ
P
畠
肝
t
な
り
や
才
い
た
め
ド
よ
，

る
t
ハ
で
ち
る
。
（
月
の
秋
敦
1
1
八
月
μ
看
・
九
月
田



混5

首
収
篠
）
次
が
厄
（
1
7
、
」
・
七
タ
（
1
2
首
）
・
荻
（
1
0
首
）
傷

’
喚
で
一
あ
λ
4
。
　
以
、
下
窃
右
。

　
・
て
り
た
に
恒
歓
角
皇
ノ
い
の
斥
口
⑪
η
罰
巧
臨
着
ピ
あ

　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

る
　
　
そ
の
内
、
容
≦
み
マ
，
み
・
る
と
　
　
正
月
と
三
月
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
バ
生
く
伺
じ
の
＋
口
　
　
と
こ
z
－
・
按
二
自
力
主
惑
直

蝉
の
み
外
、
あ
撒
。
正
し
ぺ
は
妥
勧
は
一
っ
で
あ
る
バ

ー
の
樽
を
ω
誌
か
ピ
る
躍
（
ー
竜
∵
ω
記
さ
そ
あ
る
謬

（
－
首
シ
ぽ
冨
く
櫻
L
（
ー
ー
暑
日
∵
山
「
散
る
課
（
祖
首
）
ピ

い
・
つ
如
く
時
固
の
識
移
「
よ
つ
て
同
じ
稗
を
百
つ
つ
の

主
題
ド
碓
竃
ー
た
絢
集
方
」
勾
を
と
つ
て
い
る
の
感
復



頼
の
巧
み
な
輻
題
F
対
す
う
楕
成
き
ぽ
と
い
う
〔
き

　
　
　
O

で
あ
る
「
叉
の
ぷ
ハ
主
題
8
物
臣
「
養
め
瀕
よ
り
多
く
ゆ
＋
を

致
え
る
ぺ
・
、
の
荻
数
は
冊
首
で
少
な
い
。
夏
今
主
題

で
玖
紅
∧
．
最
ー
、
多
い
り
は
「
郭
公
」
の
臼
首
”
（
・
れ

ー
ρ
月
力
最
後
（
ー
看
）
と
五
月
の
最
初
へ
路
首
）

ド
辻
織
的
仁
ま
仁
だ
つ
て
誕
置
－
て
い
る
。
）
次
ズ
「
叩

き
の
ぼ
着
．
そ
の
池
．
は
八
て
ご
百
以
丁
で
’
主
廼
ド
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

し
司
＼
　
一
）
石
と
云
う
り
双
か
　
な
り
多
い
　
　
つ
．
ま
o
　
　
工

題
声
⑭
多
、
、
炎
そ
れ
を
、
泳
人
、
仁
玖
が
ツ
2
パ
と
い
う
の



5｛）8

バ
「
夏
の
叉
の
堵
色
で
あ
る
。

「
冬
の
部
」
の
主
題
修
二
†
八
で
孜
数
ボ
川
首
。
正
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

4
の
う
ち
で
主
翠
礼
荻
数
t
最
t
少
な
い
　
主
題
め

う
ち
わ
け
は
＋
二
月
（
す
’
こ
・
二
月
（
八
〉
ナ
月

（
七
）
の
岐
で
荻
数
か
ら
云
え
ば
同
じ
く
す
二
月
の

江
首
ボ
最
礼
2
タ
く
次
然
ナ
月
の
4
0
首
で
ナ
一
月
の
1
9

培
目
ボ
旦
甲
t
ぶ
ノ
な
い
。
　
す
二
月
の
孜
ハ
新
卒
の
皇
ノ
い
の
直
久
含

の
主
題
原
物
と
－
て
．
タ
“
甘
次
あ
っ
た
た
め
で
＋
月

ぺ
主
題
の
少
な
い
の
ド
ナ
一
月
よ
り
t
荻
故
の
多
か

つ
た
の
は
、
、
時
南
」
（
1
1
首
∵
．
嘉
漢
（
μ
看
）
ヒ
い
う



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

4
笥
の
阜
物
釈
ボ
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
　
す
一
目

の
主
寒
孜
の
数
の
多
か
つ
た
の
直
「
鷹
菊
」
7
首
で
、

多
い
二
A
っ
て
t
遂
に
ー
o
首
を
超
え
る
に
至
ら
ず
ギ

馬
L
の
荻
沢
5
首
ぐ
、
与
い
り
t
う
で
促
は
い
ず
れ
t
’

主
塾
に
対
し
二
首
、
　
一
首
と
い
う
こ
と
で
全
体
の
孜

　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

赦
が
伸
－
ぴ
な
か
つ
た
た
幼
で
あ
つ
た

　
メ
上
伊
牟
力
2
6
の
玖
F
つ
い
て
そ
り
主
蒙
と
玖
数

3
誕
列
南
偲
の
突
態
を
み
て
さ
た
。
　
ソ
て
二
に
は
ば
頼

の
φ
さ
β
い
た
敏
葱
な
紬
集
ぶ
り
次
窺
わ
れ
る
。
勅

撰
隼
川
た
る
生
葉
隼
よ
り
白
由
2
工
寒
恥
列
バ
汰
づ
・
り



れ
て
い
る
り
｛
知
象
集
．
散
木
奇
歌
集
L
の
特
色
で
あ

っ
た
。

訓



　
　
第
三
節
　
散
木
泉
う
伝
本
苦
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
散
木
集
う
諸
本
に
つ
い
ー
は
　
肉
根
覆
与
博
士
の

「
散
木
有
孜
集
の
緬
究
と
・
絞
牽
」
（
暗
争
袖
七
与
・
明

品
図
言
出
版
株
式
ム
ム
許
刊
）
の
寸
に
乏
の
晴
れ
た
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

考
を
祭
表
し
て
　
い
る

　
こ
の
芳
三
什
司
・
ト
荒
て
熔
司
民
の
弓
面
心
を
～
サ
つ
・

な
痴
嘩
4
自
身
4
・
そ
ホ
ε
た
し
か
あ
、
㍉
ら
た
な
賓
　

料
A
糎
え
－
以
下
整
理
し
て
み
た
い
ヒ
思
う
。



　
散
未
瑳
つ
移
本
に
つ
い
て
現
在
知
ら
れ
て
い
る
も

の
は
相
荏
ち
本
、
烏
本
多
†
寿
以
上
あ
る
。
　
次
に
こ

れ
ら
の
性
惰
を
検
討
し
て
み
ょ
う
。

c－）

d）

　　千1）

群　本

書
類

沃

（

寿

㌣
散

奇

集
L

　
　
こ
の
触
ス
ふ
6
ド
味
「
布
散
”
太
コ
五
匂
躯
門
借
ホ
ヅ
・
緻
‥
都
叩
正
・
斐
〔
ユ
ア

川
本
炊
合
ー
」
ヒ
あ
る
．
但
し
織
評
媒
は
榎
在
み
4
た

5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
ら
な
い
　
う
で
如
何
な
る
t
の
▲
ネ
明
　
駕
本
t
判
明



さ

ンソ、

て

｛　　し

の　な

で　　、・

．
本
書
は
頬
従
孝
ピ
ー
て
一
絞
ド
直
挿
し
た

あ
る
κ
、
字
句
⑳
該
醜
な
ピ
が
多
く
代
の
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

神
う
ぺ
さ
ヒ
、
、
ろ
∧
多
い

の
　
絞
註
国
歌
大
糸
本
（
す
否
左
）
「
散
ホ
奇
荻
き

　
そ
の
例
せ
ほ
P
「
竹
符
園
巌
伍
々
本
弘
綱
翁
・
鳩
糸
（
孫

尾
皇
午
’
碑
妹
九
寸
書
パ
）
を
底
左
と
し
顕
6
8
渓
橘

の
散
未
集
注
Σ
考
照
」
ヒ
ち
リ
、
輿
書
は
類
徒
本
ヒ

全
丈
同
じ
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
い
う
「
竹
柏
園
嵐
散
∵
不



J「　i．1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

奇
玖
集
L
は
ナ
養
三
冊
方
で
　
佑
念
ホ
拍
綱
翁
の
書
駕

に
か
・
る
t
う
で
ち
り
、
翁
ボ
「
緯
注
散
木
肴
殊
集

裡
言
解
」
の
著
逮
に
た
ー
た
崎
ト
そ
の
亭
夫
ε
類
徒

牢
で
、
書
場
し
ち
t
の
。
徒
「
㊦
本
柔
は
眈
鳥
㌘
ビ
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

く
勲
挺
左
ヒ
！
敷
し
て
い
う
　
か
・
コ
嵐
味
か
，
・
司

釈
大
泳
本
ほ
頚
俵
亦
か
；
骨
」
「
・
い
う
こ
ヒ
に
な
る

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

⑳
で
　
’
あ
7
3

　
ω
散
ホ
弁
釈
集
標
注
（
ヤ
差
渇
冊
赤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
蘭
・
又
肇
所
姦
）



　
牢
参
●
は
灯
上
た
へ
喚
（
刈
い
な
為
主
工
苛
氏
の
藷
ヂ
巳
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
・
学
者
・
文
化
九
午
疏
－
明
治
＋
七
午
脳
・
7
3
オ
没
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ボ
散
木
菩
つ
考
誇
ヒ
詞
⑲
に
ε
注
0
1
す
る
た
め
に
執

琴
－
た
も
の
で
4
ド
よ
る
－
’
永
二
午
戻
戌
正
月
L
と

あ
る
。
は
た
し
て
こ
円
記
載
通
リ
斥
成
立
を
考
え
て

良
い
か
ビ
う
か
に
つ
“
－
は
曳
－
－
問
題
ぺ
あ
る
。

　
と
O
・
フ
の
は
筆
着
、
が
俊
祐
杜
・
閃
係
「
の
調
皇
ド
、
刈
．
谷
図

τ
袖
保
の
村
上
ヌ
庫
－
を
訪
払
た
血
肝
夕
ふ
人
庫
所
・
蔵
に
」
偏
」
寿

コ
散
木
4
孜
　
峯
L
’
1
庄
（
乙
冊
上
々
ヒ
ρ
冊
亭
）
犬
あ

リ
、
三
鼎
左
っ
ヵ
ド
は
同
じ
く
ふ
俘
バ
あ
り
、
こ
の
序
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を
剤
オ
の
序
と
比
較
し
ー
ケ
る
と
か
な
リ
相
且
し
て

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

い
・
a
　
・
、
の
”
〆
冊
朱
の
序
は
細
、
絢
で
あ
っ
て
　
そ
れ

バ
刊
宇
の
序
’
ト
な
る
ま
で
・
い
直
か
な
り
訂
正
ざ
木
仁

礼
の
と
旧
べ
わ
本
る
。
　
た
ま
ノ
（
＼
笈
ア
着
の
珂
冤
親
査
の

速
ず
、
築
瀬
一
雄
氏
κ
．
『
散
丸
斉
殊
泉
橡
註
』
の
成

立
L
な
る
論
文
三
表
－
れ
、
（
．
㌶
乳
㌔
玲
5
4
、
）
氏

の
摘
鮫
奮
論
文
：
ド
霧
し
丈
べ
“
稗
垣
さ
ト
る
惇
恩
p

浴
す
る
：
ヒ
を
得
仁
。
　
’
緊
は
本
・
書
∨
の
ぶ
夙
立
㊦
徒
丸
考

え
ら
れ
て
い
た
刊
本
の
序
の
午
記
嘉
永
多
与
反
戌
（
0
5
8
｝
）
よ
－

†
午
伎
の
力
粟
元
午
（
醐
）
伸
寿
以
惰
と
語
め
5
れ
る
・
資



料
の
存
し
て
い
4
ヒ
い
う
オ
？
寅
w
明
9
か
に
さ
れ
た

う
で
’
ち
る
。
　
丁
を
お
ち
、
村
上
象
所
・
双
の
「
遅
⇒
嬢
祷

萄
」
（
蓬
・
優
と
4
苦
吸
の
号
）
ド
収
め
；
れ
て
い
る
「

散
本
ム
ィ
荻
集
二
楳
註
序
」
K
二
血
ら
り
、
　
い
ゲ
ヲ
れ
七
苦

吸
ボ
散
未
包
夜
乳
に
つ
“
て
私
本
魔
堂
（
刈
た
箋
の

ま
㌻
）
元
の
パ
エ
を
赤
め
る
た
め
・
卜
書
い
た
序
で
兎

り
、
　
し
か
丈
こ
の
執
等
惇
再
と
及
ド
わ
た
り
↓
生
産
に
・
区

　
　
　
　
の

「
↓
．
い
ろ
　
穿
〆
回
日
の
縞
・
い
為
し
て
星
重
は
朱
瑳
丁

を
く
わ
亥
は
剤
陰
し
、
寅
は
補
訂
し
、
評
宅
ま
で
加

え
て
逗
送
ー
て
痴
リ
、
こ
の
靖
の
奎
愛
の
坪
記
ド
直
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「
己
未
・
血
杖
私
声
衡
妄
越
」
　
ヒ
あ
る
。
　
こ
れ
は
集
政

ナ
午
（
醐
）
に
あ
仁
る
。
こ
水
を
凌
げ
取
・
仁
忠
順
は
夕

文
の
舛
工
の
楊
昨
と
再
考
し
た
と
は
思
わ
れ
る
訳

し
t
▲
部
－
そ
つ
ま
、
は
入
れ
ず
「
K
乞
周
顧
、

ヒ
し
て
，
3
7
書
ー
、
を
菅
に
再
止
し
た
。

　
そ
の
’
部
・
と
あ
才
7
，
（
上
段
穴
忠
鴫
円
わ
稿
、

は
生
重
っ
、
訂
正
個
所
）

　
ー
忠

信
gaPlx

之

手

忠t＞t

巴夏ヂ
下
枝

セ　臣

足lx 1慢

大

鮪

吉
口

経

剛刻
を　並 を

β・1削

る　　る 夕

2　1 号

■



　
以
上
の
形
で
奎
堂
は
加
筆
し
訂
正
を
鉱
み
て
い

り
で
勇
る
。
こ
の
外
欄
外
ド
例
え
ボ
7
の
楓
所
ド
は　　る

　
　
卜
白
河
虎
久
皇
ー
ー
‘
・
　
‘
ー

川
－
剤
る

3

　
　
　
　
　
　
　
　
O
雛
多
時
家
有
舷
議
而
名
肱
O
　
　
　
　
［
口
築
集
者
江
l
l
｜
ー
　
　
　
　
ー
　
ー
　
サ
‘
　
1
　
　
－
1
「
　
　
　
F
．
r

　
　
　
　
1
・
鰍
禰
竺
固
為
を
補
入
゜
可
9
㍗
更
剃
ざ4
1
5

　
　
　
　
　
　
卜
而
撰
⑪
・
之
最
精
者
也

ー
也
を
剤
る

6

著
頸
詠
都
；
適

　
△
　
　
　
　
△
叉
匂
所
詠
と
訂
正
ー

7

纐
。
有
祢
－
…
…

゜
望
教
牢
古
を
袖
入

8

卜
夫
朝
臣

ー
夫
を
剤
る

9

琳
后
魏
纂
三
〇
翻
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
稗
を
剤
り
o
印
は
納
言
と
す
る

1
0

1

1
i



員5

「
旬
・
尿
但
語
争
宜
用
之
推
又
」
と
訂
正
し
E
理
由
の

評
語
’
と
い
礼
入
し
ー
い
る
。
　
こ
ら
“
評
払
㎏
は
そ
⑳
’
1
5
か
五

例
あ
る
。
ま
仁
是
度
の
訂
正
体
合
聾
で
田
個
所
の
多

き
に
及
ん
で
い
る
ズ
こ
の
・
ヂ
に
嘘
ぽ
8
個
所
ほ
ピ
指

’
爪
直
7
ド
ば
う
寸
入
れ
て
い
な
い
所
択
ム
る
。
か
く

し
て
訂
正
t
た
、
和
・
嫡
の
出
ネ
上
「
た
の
沢
察
政
六
ぼ
了

と
∵
－
こ
と
に
㌃
リ
、
巴
痩
κ
再
度
り
欺
正
を
奎
重

ド
蔽
4
0
し
、
・
生
w
里
ま
p
再
訂
し
呂
頒
の
許
ド
遠
送
さ

』
た
ら
次
「
康
④
ー
碑
奄
4
知
柊
序
虚
側
七
す
♪
・
・
は
」
　
と
あ
る

・
政
り
、
　
’
力
巽
’
允
后
了
工
月
の
こ
ヒ
㍗
あ
っ
た
。
　
二
の
．
晴



七
4
庸
エ
の
再
訂
は
七
4
6
所
：
ぱ
ビ
み
り
、
　
こ
木
、
～
ε
浮
童
向

し
仁
の
べ
刈
な
の
・
序
と
な
つ
た
t
弓
℃
あ
ろ
．
　
刊
痴

？
乃
の
与
記
ド
「
喜
永
三
月
庄
戌
正
月
し
ヒ
ろ
る
の

1
1
多
柵
本
紅
ト
集
P
附
さ
れ
た
土
弓
の
茅
一
鳩
の
案
又

作
良
り
ぼ
を
指
す
り
㍗
ろ
リ
、
当
上
述
〔
て
き
た
通

麗
8
経
て
索
隆
．
散
ネ
4
孜
生
嬬
註
し
②
賓
戌
し
E

ら
は
万
・
史
兄
垣
ず
の
：
と
で
あ
っ
仁
。
　
し
か
し
、
鼻
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
－
尭
磁
永
三
月
庚
A
，
正
周
し
は
、
誓
一
縞
の
丁
文
仔

戴
の
ゆ
へ
の
る
～
ド
絞
さ
れ
て
い
壬
と
い
う
こ
を
ド
な

　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

ゑ
。
り
・
て
白
あ
る
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矛
丁
は
「
禿
一
阜
・
ザ
牙
’
笥
し
に
t
逮
べ
在
如
く

散
木
梼
と
∵
ハ
今
鬼
の
由
ネ
㌃
ビ
t
評
し
c
．
顕
鴫

の
．
散
未
象
」
バ
作
萢
の
抜
粋
解
釈
で
あ
る
F
討
ー

全
蘇
の
旬
邸
考
証
と
い
　
颪
期
的
な
散
木
集
丙
碕
究

　
　
　
　
　
ゆ

蓄
で
あ
）
た
　
悟
喚
戻
致
未
奇
孜
集
・
碑
慌
ド
志
し
た

の
ε
か
り
に
天
孫
ナ
ニ
午
醐
（
「
散
木
4
玖
誰
⑯
冊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
裏
ぎ
ド
よ
る
）
と
寸
丸
ば
そ
の
え
成
ま
で
＋
八
叫

向
と
い
〕
長
い
与
月
を
鰭
て
ぶ
り
、
　
こ
り
向
忠
順
惨

儒
々
ヒ
し
て
薯
に
殉
里
考
河
固
（
碧
降
郡
高
岡
町
大

尊
堤
）
’
い
在
っ
て
致
木
生
4
6
乳
ド
徒
室
γ
し
て
い
た
の



パ
　
　
　
　
　
　
ロ

て
占
あ
る

　
当
上
．
、
散
未
弄
孜
生
標
註
し
の
成
立
を
易
ぐ
る
向

　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

聾
’
ト
「
．
さ
注
ぺ
ー
き
た
　
こ
の
予
は
伝
赤
珂
え
そ
の

｛
功
の
向
患
で
は
な
い
ム
申
ぺ
寝
今
散
木
雀
・
訴
，
え
ド
っ

い
・
し
は
枝
弟
て
大
句
な
、
、
と
で
こ
、
、
で
一
・
戸
考
え
る

句
二
撃
性
て
亀
田
尺
い
座
べ
’
た
培
芳
㍗
あ
s
．

　
次
．
｛
オ
ぽ
小
η
‥
吉
♂
’
）
吟
・
つ
て
イ
．
h
・
㍗
、
は
φ
に
頑
は
散
太
ゲ

借
干
の
獅
尻
仁
ち
た
っ
て
ど
う
よ
・
）
な
奉
咋
入
を
潮
丁
“
て

い
た
で
あ
う
・
フ
か
．
こ
の
亨
に
つ
い
て
は
同
じ
く
「
散
「
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
掛
む
ね

方
奇
荻
隻
擦
註
」
刊
本
の
β
A
び
「
荒
葛
葱
泥
」
（
本



間

書
泳
立
り
大
要
を
説
胡
ー
た
文
）
と
題
す
る
t
の
が

牢
．
卜
疋
．
へ
て
い
ろ
。
　
ま
、
丁
序
あ
方
を
み
る
と
、

っ
夫
朝
臣
窪
あ
牲
い
帝
閨
所
’
笥
吋
味
誤
‖
引
冷
昂

　
可
識
読
。
　
’
頃
日
亨
剰
，
，
｛
，
1
顯
「
非
多
↑
報
、
璃
‖

　
烈
に
は
足
゜
取
甘
ボ
孜
W
臥
荘
撰
借
赤
及
綿
4
⇔
閨

　
之
就
篠
里
司
．
！
、
‘
」
（
㌘
’
一
丁
ン
製
か
5
芳
二
丁
’
呑
の
個
所
）

と
い
う
ン
入
加
占
あ
る
。
　
こ
二
　
℃
咋
ド
喚
は
セ
向
⇒
凧
拓
汀
だ
為

才
ド
ほ
該
．
舩
角
8
い
こ
ヒ
を
拍
摘
し
・
、
、
、
る
。
亨
い

に
ー
て
き
ド
今
木
仁
一
ヰ
t
該
謬
あ
リ
他
の
諸
序
と

春
合
里
自
1
暮
し
仁
と
∵
・
序
又
杖
計
今
予
に
礼
ふ



愈
於
、
足
取
其
歌
載
克
撰
集
及
諸
書
者
校
讐
。
之
以
録
異

司
岬
W
隼
…
曄
迩
来
翫
之
者
勘
・
矢
古
既
有
法
橘
顯
暗
・
奉

※
門
教
命
－
作
く
註
入
袖
中
サ
・
載
数
首
稗
之
且
京
極
中
」

納
÷
ロ
寄
勘
ホ
甚
賞
泉
。
之
由
此
観
之
當
時
珍
か
貝
超
放
壱

・
集
…
宕
象
朝
臣
典
法
橋
せ
之
相
去
不
遠
然
而
梁
7
6
有
放

註
之
者
不
特
以
其
什
，
之
桂
且
貴
其
能
橡
用
古
語
ぬ
余

八
丁
尋
法
橋
撒
竜
鳥
之
標
詳
其
不
足
者
加
W
諸
家
就
楠

以
僻
案
銑
司
散
木
専
苛
集
標
卓
集
中
之
歌
元
雄
釦
耳
烏

有
新
奇
馬
清
詞
サ
句
縦
横
鉄
宕
燕
所
拘
泥
實
可
胃
歌

偲
耳
ー
後
世
弁
歌
誤
作
奇
歌
詠
宜
集
．
抜
之
観
者
或
嫁
書

（Ekop－）薯足土そ孜、1ぼ言主1竃（舞二丁表）

（内閑支．璋所．歳）
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れ
て
い
る
。
但
し
そ
の
入
～
の
’
牢
沢
何
本
で
あ
つ

た
か
ヒ
い
～
予
に
つ
い
て
ほ
別
‥
語
っ
て
は
い
な
い
。

　
次
戸
「
廷
宙
宰
・
洗
」
を
み
3
ヒ
左
の
卿
き
久
が
あ

る
。

「
ち
の
れ
こ
の
息
と
絞
へ
正
さ
む
の
心
ほ
あ
；
ド

　
り
し
か
ビ
t
甲
く
り
Z
く
狩
経
ぽ
二
Z
八
古
庄
と

　
｛
赦
　
訂
せ
し
庁
を
ラ
へ
て
あ
ゲ
、
与
か
に
お
t
ふ
ム

　
ま
り
ド
肝
意
類
往
な
ろ
を
は
じ
め
そ
の
1
8
か
二

　
つ
三
つ
よ
み
あ
は
±
考
ふ
る
う
考
ド
’
ん
’
張
ノ
圃

　
彩
古
庖
人
，
野
0
蓮
直
が
ぴ
め
t
た
ろ
亭
を
か
り



い
で
つ
．
こ
れ
ぽ
た
い
と
よ
き
亭
な
れ
ぱ
書
〉

　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ぬ
　

さ
㊦
こ
れ
か
ト
ぷ
み
よ
‘
あ
u
つ
O
で
こ
ヒ
P

幸
⇔
加
へ
な
ど
し
た
る
を
方
（
だ
オ
ラ
ぶ
フ
て
い
か
で
枝

ド
’
泓
り
て
む
な
ど
い
へ
ば
さ
は
ヒ
ー
ヤ
、
－
5
ド
一

お
た
り
よ
み
か
む
か
へ
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る
石
の
ヒ
を
、
、
に
な

（

　
ら
ん
着
を
こ
そ
お
t
へ
（
視
坪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
や

　
　
代
つ
諸
本
O
ヤ
ヲ
れ
も
「
ま
で
」
ヒ
才
ノ
5
。

①
む
か
し
人
い
か
女
る
か
ば
ね
さ
5
t
れ
て
此
島
に

｛

　
し
て
な
を
欽
し
げ
ん
（
霧
旅
部
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
も

　
　
化
の
甥
調
庁
い
、
す
れ
土
》
「
し
・
t
」
と
才
ノ
・
6
。

の
「
む
ろ
ド
ま
か
1
1
て
日
の
蕩
り
け
れ
ば
ー
」
貧
歎
部
）

（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ

　
　
右
弓
詞
書
諸
査
い
ブ
＋
t
「
あ
れ
し
と
ず
る
。

⑤
〔
，
大
・
万
か
さ
ね
て
祇
国
た
へ
な
る
予
を
」
（
涙
赦
評
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
つ
　
や
つ

　
　
右
の
詞
蓄
議
庁
い
才
れ
も
「
ふ
さ
ね
マ
」
と
す
る
。
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⑥
「
殿
丁
ド
て
こ
ひ
り
．
N
を
」
（
是
部
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
　
マ
　
マ

　
　
拓
の
詞
書
∩
下
、
諸
本
い
ず
れ
t
「
よ
あ
る
」
が
あ
ろ
。

川
「
ヌ
女
に
あ
し
て
男
に
給
は
t
サ
5
」
（
薄
葬
上
）

　
　
素
の
詞
書
の
下
に
瀦
亭
い
ず
れ
礼
「
に
」
穴
あ
ろ
．

幻
う
か
り
ヴ
る
人
を
、
和
せ
の
山
あ
；
し
よ
ば
ザ
し
か

く

　
れ
ヒ
は
祈
；
浪
物
を
（
恵
部
下
）

　
　
他
の
諸
本
い
ず
れ
t
「
ぶ
ろ
し
」
と
丁
る
。

⑧
「
別
当
頃
行
の
犬
條
φ
象
に
て
悪
の
に
を
よ
め
ス
ピ

　
　
（
惑
郭
コ
↑
）

　
　
尤
の
　
詞
書
諸
寿
　
い
ず
れ
t
　
「
よ
あ
逢
バ
な
　
い
。



ハ
則
網
6
ー
す
ろ
み
つ
の
来
ベ
ド
・
、
は
が
れ
て
あ
ソ
を
さ

　
－
の
へ
た
っ
か
す
み
な
り
へ
雑
斗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
　
つ
　
　
や

　
　
他
の
橘
キ
い
ず
れ
も
「
か
へ
る
」
と
す
る
。

川
岸
ビ
ト
ま
・
、
と
ド
匂
ふ
頃
な
う
ば
道
を
牡
ヒ
t
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
む

　
は
ギ
・
ら
ま
し
（
雑
評
）
諸
本
べ
ず
れ
t
「
と
は
」
と
す
ろ
。

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

に
三
日
月
巧
か
げ
ド
か
　
c
よ
ふ
か
ヴ
ろ
ふ
の
ほ
の
ほ

（

　
か
に
て
よ
を
ヲ
ぐ
す
か
な
（
雑
部
，
）

　
　
他
の
諸
亭
P
ず
れ
t
「
ほ
の
ほ
か
ド
て
t
」
と

　
　
あ
る
．



　
双
上
の
＋
二
倒
は
本
書
の
み
の
婿
色
で
あ
る
ボ
釈

か
弓
み
て
鯉
じ
て
他
の
靖
庁
の
方
バ
正
ー
い
よ
う
ド

思
わ
れ
る
。
　
ニ
ト
ら
1
3
お
そ
弓
く
書
名
の
蹄
に
起
っ

た
護
謬
で
は
女
か
っ
た
か
と
姥
剰
さ
れ
る
。
先
ド
速

　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ

ペ
た
！
大
で
を
醜
落
＋
七
樹
と
二
・
、
の
ナ
ニ
伺
へ
小

　
　
ζ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
人

旦
“
で
1
1
あ
る
ボ
）
を
怒
合
＋
ヲ
る
こ
と
に
よ
り
穴
肪
つ
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

の
含
停
9
5
欠
陥
八
明
、
フ
か
　
ド
な
つ
て
く
る
つ
で
あ
る
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カ
ラ
丁
文
庫
蕨
顧
赤
奇
玖
遮
（
†
篭
二
冊
）

（
　
こ
の
「
叡
未
あ
寸
殊
ま
」
は
今
井
供
閑
－
（
胡
層
多
斗
ー

享
橘
八
鳥
渓
。
　
臼
オ
。
ま
御
ら
薗
人
、
契
汗
n
下
）
べ

上
砿
貝
耐
次
神
社
ド
±
勺
進
し
た
才
で
あ
る
．
佃
苦
書
バ
ち
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
で
書
隅
週
程
友
9
8
う
か
で
㌃
い
　
し
か
し
　
似
閑

は
文
咋
口
万
葦
き
慎
ん
営
人
で
う
り
、
叉
坤
ル
ピ
未
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

菩
し
（
実
永
庁
）
t
叉
て
い
た
ヒ
恩
わ
れ
る
し
　
そ
の
、

♪
々
〉
メ
礼
人
別
り
瓦
．
ぶ
ハ
舟
何
と
占
～
い
か
弓
⇔
大
沖
り
ナ
牟
か
パ
う
出
て



　
λ
〉
刀
ぴ
才
又
仁
「
　
い
て
は
ー
乃
丈
野
才
ヵ
ヰ
』
メ
、
ド

だ
て
い
ぺ
仁
い
く
・
甘
階
f
に
w
、
洪
ー
1
い
5
。
　
こ
十
・
s
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
く

、
汀
才
」
同
じ
｛
り
・
ト
「
い
て
は
名
碁
し
て
ぷ
人
ド
才
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

∧
サ
の
才
プ
又
上
う
吐
U
色
’
と
み
．
咋
て
、
あ
く

ー
山
牢
一
ぱ
つ
・
れ
ー
ハ
〈
＼
、
・
と
な
く
屠
均
の
去
w
ノ
よ
リ
外
ち
入
力
▲
か

（
　
り
け
－
－
（
正
月
）

　
偲
の
諸
本
い
ず
れ
㌔
つ
れ
ぐ
已
・
「
外
β
と
丁
る
．
．

日
禰
エ
リ
風
ド
t
ま
る
－
花
な
れ
ば
ち
り
て
七
剥
元

　
浪
ぞ
お
り
け
る
↑
｛
月
）



　
　
　
他
の
諸
庄
い
ず
れ
寸
ピ
㌧
寸
芦
と
す
5
・

　
’
山
「
身
の
ほ
ど
乏
何
旧
に
ふ
・
ち
ん
ふ
↓
。
頑
け
5
；
U
（
二
臼
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
や

　
　
　
池
⑳
猪
疋
パ
ヂ
れ
礼
「
ふ
己
を
「
や
へ
」
と
す
る
。

　
四
「
お
ー
て
だ
ド
い
は
れ
ヤ
・
－
け
り
樽
在
山
（
二
月
）

　
　
　
陀
の
諸
輻
、
、
、
寸
れ
t
「
む
し
と
一
と
す
る
。

　
自
「
，
…
た
下
旅
宿
と
い
へ
5
ト
2
k
め
5
」
の
詞
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
や

　
　
　
は
諸
ヰ
い
ブ
れ
七
「
い
ぷ
」
と
亨
る
。
（
二
月
）

　
鋤
「
至
良
力
杁
合
に
永
縁
’
い
か
は
り
ー
よ
ム
リ
ー
7
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
ノ
ー
蹴
　
；
書
は
渚
↑
デ
れ
t
「
竺
㌣
ヒ
丁
－
・
つ
盲
）

　
η
「
叶
風
う
絵
ド
春
山
里
に
人
る
を
於
払
て
ゐ
惰
け

　
（



　
ヨ
：
…
L
へ
三
月
）
の
詞
奮
、
消
寿
い
、
才
れ
t
「
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
°
こ
る
、
、
　
と
ア
’
る

　
，
，
　
　
ー
－
」

佃
「
郭
公
寸
ふ
は
五
月
と
い
ぷ
ぶ
ほ
に
－
U
（
五
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
や

　
　
鴇
亭
は
い
デ
れ
t
「
い
ひ
」
と
ナ
う
。

”
「
ミ
ら
し
ヰ
の
・
・
外
し
た
か
ザ
・
ト
行
さ
ふ
れ
て
…
已

（

（
六
－
）
の
荻
、
諸
ヰ
い
ず
れ
t
「
行
き
ぷ
れ
司
」

　
　
　
　
θ

　
と
†
戊
7
0

ラ

汕
「
…
、
タ
．
つ
く
夜
を
ケ
て
よ
み
惰
咋
る
」
（
ハ
自
）
‘

　
う
洞
書
は
諸
苓
ベ
デ
れ
㌔
い
ぷ
か
L
と
す
る
．



　
　
川
　
　

寸
穴
力
♪
じ
こ
と
h
よ
め
－
勺

　
　
～
、

　
　
　
を
ー
鴨
の
か
．
つ
く
い
は
土
内
慢
氷
け
さ
や
う
は
げ

　
　
　
の
と
ザ
か
さ
ぬ
～
ん
L
（
丁
二
月
）

　
　
　
へ
当
上
の
詞
す
吟
と
歌
と
を
友
く
）

　
　
の
「
大
戴
伸
侯
の
八
蒋
・
象
仁
て
ー
：
一
」
へ
垂
べ
部
川
下
）

　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
や

　
　
　
　
ろ
‥
司
を
曽
は
、
W
流
庁
い
．
す
れ
え
「
・
’
長
実
一
と
才
フ
’
る
。

　
　
ラ

　
　
B
「
こ
ぎ
か
へ
「
れ
か
じ
↓
寿
ヒ
う
し
丁
ぱ
え
し
て
：
：
し

　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
　
り
　

や

　
　
　
（
雅
汗
）
・
玖
、
渚
疋
「
t
と
れ
」
と
す
る
。

わ
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

．
。
　
μ
迂
殊
「
柔
ね
あ
沢
り
す
ぢ
さ
へ
た
か
き
・
・
‡
な
れ

　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
も

　
　
　
や
一
乃
作
着
を
「
9
4
隆
」
と
す
る
。
橘
小
戊
＼
。
丁
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り

司て“カぐハz）ら5／t’
書箔Nて゜は，ξ・O」
　才

「
三
今
本
」
同
じ
し
と

’
内
本
の
告
叉
咀
仁
に
ぱ
非
告
泊
丁

葡
し
て
ぶ
い
た
以
外
に

’
祐
く
の
語
勾
力
上
卜
」
絞

該tみ
均あの
、

　る塘
扇　oつ．hぐ

…　ん三痔

且7，z色
・・

ﾈで
づづ　　　　　　　N
了と”

か持明

払
t
「
訴
1
4
」ヒ
あ
，
る
d
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多
く
見
±
丁
の
で
あ
り
、
　
司
じ
大
舜
庄
孝
紙
才
う
ヂ

ド
み
っ
戊
｛
、
　
た
野
ホ
角
埠
レ
、
三
手
矛
と
は
最
｛
止

渓
し
て
ビ
5
。
　
：
払
、
与
の
点
か
弓
ざ
二
・
ラ
亭
ば
契
咋
牢

！
、

へ
褒
永
手
）
力
預
統
を
引
く
ー
η
で
み
・
＆
－
Σ
於
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
も
か
　
ρ
、
　
か
ぴ
つ

7
、
　
ノ
＼
　
フ
O
の
’
　
つ
C
　
五
η
フ
ジ

　
’
r
ナ
ゴ
方
、
　
ぷ
仁
苦
曽
ハ
サ
∧
矯
つ
鼻
取
人
（
た
陥
ピ
ー
て
庁

一）

ｪ
月
L
ゴ
ー
2
い
詞
，
土
る
Σ
音
あ
〔
o
首
脱
墓
し
て
い

9
こ
・
で
ら
ろ
。
　
没
・
，
個
昂
仁
己
朱
寧
ア
で
峯
T
k
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く

し
　
一
，
、
づ
孜
ξ
行
間
い
、
締
入
ー
’
，
L
い
る
　
か
ノ
吃
め
、
便

肯
£
’
店
ハ
と
ク
、
の
通
り
で
あ
白
、



『

・ナが二可に河し河

るはのとと‘ア内

1弓ほよい

よ寸ヒめぷ　緯

始ヒリる所師国

るt）‘二」㍉ケ1二、6支ヵ・

　てあ’なて1県の

　ぶリリてが’く

　のゐとい　て｛ミ　
く　　て’（　’cl7お’

　遊翻各1‡動

　卿で乏9し匂
　よせとkサ所

竺トてあ秀申

ム
ノ
’
す
∪
な
く
ら
ま
の
河
旦
ド
た
つ
硫
移
は
・
〃
ム
こ
そ
ケ
ω
ソ

る
款
の
ノ
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
’
ξ
の
鵜
’
い
あ
．
ミ
ひ
さ
て
や
う
ー

　
ミ
え
叶
6
・
・
見
て
よ
め
る

△
a
あ
さ
ひ
弐
、
　
才
η

お
が
ぱ
の
一
霧
の
村
さ
え
て
た
寸
が
；

ぬ
伝
身
に
せ
を
ぞ
恨
［
る

　
七
者
衛
宿
伊
直
の
t
ヒ
ド
て
蓼
簡
ポ

　
k
い
へ
る
予
・
～
よ
め
る



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
△
3
音
9
9
河
き
り
の
外
な
る
た
き
官
ら
ば
“
ぱ
も
る
王

　
　
　
っ
数
－
9
み
て
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
①
上
に
て
霧
ら
た
す
ふ
た
水
り
て
せ
y
の
を
ヒ
は
か
9

　
　
　
　
し
†
れ
ぱ
よ
め
る

　
△
牛
施
人
1
ー
へ
・
り
を
も
け
て
や
と
ほ
ら
ま
し
河
せ
の
液

　
　
　
の
音
せ
ぎ
－
せ
ば
L

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
　
以
上
ゆ
着
で
ち
る
　
　
こ
の
個
所
次
の
劣
直
〔
ド
皐
し

　
　
て
お
く
。
　
な
〆
あ
、
　
窄
書
②
P
ば
牛
小
筆
4
ヒ
以
て
散
・
禾
ぼ
不
水

　
　
ら
勅
握
集
や
夫
木
生
著
へ
の
ハ
隼
荻
の
注
記
Σ
施
し

49

5
　
、
ま
た
多
・
の
絞
累
を
言
s
ぶ
れ
地
判
な
ビ
七
加
え

　
　
て
い
る
。
　
（
雪
真
宇
艦
の
こ
ヒ
）



③
　
神
文
又
庫
歳
「
散
木
奇
孜
集
し
（
八
巻
㌫
本
）

　
志
争
、
燭
は
持
井
古
山
φ
厭
の
妄
丁
納
t
た
本
て
妹
エ
門
・
又
犀
（

内
官
）
♂
泊
巌
本
⊇
人
あ
る
。
　
〆
丁
人
行
、
荻
は
一
行

　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

蓄
き
　

牝
以
丁
の
＝
港
バ
欠
け
7
、
い
る
　
匁
‥
子
る
は
な

い
．
弄
書
は
先
ド
座
べ
た
内
閲
又
庫
円
人
野
ぶ
ヒ
人

体
同
い
し
特
k
・
と
・
有
ー
て
い
る
べ
　

他
ド
t
某
千
の
ら
へ

荻
八
・
あ
る
。
諸
条
ず
で
t
広
軟
的
ド
古
い
虜
戌
と
い

お
れ
て
い
る
t
の
で
あ
る
。
（
劇
根
博
士
の
い
う
甲
本
）
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次
ド
本
書
・
の
主
要
な
欠
陥
を
エ
ザ
る
と
攻
の
掃
な

t
の
㍗
あ
る
。
　
（
他
疋
と
害
存
の
場
合
t
含
む
）

Φ
t
う
と
え
ド
今
ギ
鴫
な
る
ほ
と
と
ギ
す
六
戸
の
島

　
㎞
乏
う
が
⇔
ま
か
は
（
五
w
）

　
　
以
上
ホ
し
た
下
句
の
個
所
を
欠
く
。
（
多
叢
寒
t
㍗
）

力
・
「
存
の
－
3
は
君
が
な
ザ
さ
∵
：
」
二
｛
自
）

（

　
　
だ
の
㌘
詞
書
「
か
い
」
を
欠
く
二
£
撒
4
同
↓

の
永
き
の
さ
・
て
ナ
く
ま
・
ド
神
な
び
の
み
む
ス
の
山

（

　
ド
吻
倖
ふ
り
つ
、
（
†
　
月
）
（
金
童
皇
入
g
）



　
　
后
の
祐
八
’
ぐ
欠
く
。

ラ

4
鳥
が
た
あ
か
け
る
み
の
り
り
水
孝
一
ド
我
与
ハ
を
さ
へ

（

　
t
J
－
ざ
つ
る
か
を
（
釈
叙
坪
）

川
．
神
刀
品
－
に
を
よ
払
る
L
（
り
り
爽
ド
つ
ず
く
－
大
室
を
み
⑲
り
の
く
風
や
ー
し
の
詞
女
6
）

　
　
右
の
孜
・
詞
書
ヨ
乏
仁
尺
く
，

）
「
　
　
“

6
あ
し
さ
ま
の
二
と
の
中
か
ソ
は
大
方
の
耳
の
　
つ
て

（

　
に
t
き
こ
え
ギ
リ
叶
り
」
（
夕
）
の
一
首
を
欠
く
。

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

0
入
は
い
さ
先
つ
丁
ぢ
を
－
、
・
匂
ぞ
と
t
ち
な
じ
伸
や

　
し
、
～
ば
し
る
う
ん
　
　
　
（
夕
）

　
　
古
の
釈
を
欠
く
。
　
へ
昌
乎
払
斥
t
司
じ
）



部
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「
あ
さ
ま
し
や
ち
よ
つ
済
に
t
…
，
」
（
氷
激
4
1
）
の
荻

の
詞
書
「
そ
の
旬
ド
生
ぬ
る
人
ぼ
昔
り
季
さ
し
る

さ
と
ツ
を
え
て
　
そ
り
か
み
り
古
o
～
s
し
る
ヒ
い
ふ
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

を
よ
あ
5
　
　
を
欠
く

　
　
　
　
、
」

　
「
諸
の
花
く
～
V
賃
き
Z
る
と
い
へ
る
亭
を
よ
め
0

そ
こ
ぱ
C
り
花
の
ひ
土
と
く
友
の
6
に
を
し
の
け

た
る
1
3
ぽ
ち
†
巴
け
り
」
（
夕
）

　
右
の
詞
荻
と
殊
を
欠
く
．
（
、
神
ピ
、
入
庫
L
本
・
　
小

　
沢
杢
片
か
季
昌
隼
鋲
有
尚
金
本
な
ど
の
諸
疋
鼠
じ
）

　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
る

「
経
与
ル
」
（
招
牢
ゲ
齢
牡
‘
ほ
し
の
桐
す
曹
を
欠
く
。
（
薄
部
上
）



　
　
　
（
大
野
庁
・
　
三
十
本
同
じ
）

ω
あ
さ
ま
し
や
こ
は
何
オ
？
の
さ
き
ぞ
ヒ
よ
晶
戸
せ
よ
ヒ

〈

　
て
t
む
ま
れ
ざ
り
り
ん
（
蕗
聾
下
）
の
’
首
を
欠
く
。

　
　
　
（
神
堂
文
・
9
L
本
・
小
沢
本
・
鬼
牟
寿
・
大
野
牢
・
三
亨
か
・

　
　
　
　
昌
手
硬
寿
・
尚
含
ふ
茎
d
の
諸
本
t
厨
じ
）

佃
「
己
擁
焙
」
（
「
落
阜
を
さ
し
ド
＾
ト
び
つ
る
紬
な
れ
ば
－
：
）
の
詞
書
ε
）
を
2
く
。

　
　
　
〈
神
暖
乙
序
∴
糞
夕
4
ヰ
・
毒
康
’
エ
手
寿
・
。
●
そ
攻
本
’
商
倉
本
4
同
じ
）

　
ぺ
上
す
二
倒
の
牛
、
　
ぼ
・
④
⑤
・
⑥
・
③
の
五
倒
W
本
す
ロ

の
み
り
持
つ
欠
陥
…
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
壷
（
に
大
碇
η
▲
マ
弘
ハ
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紘
寿
ヒ
し
て
の
特
色
た
る
「
柔
月
し
の
荻
の
配
列
上
に

暑
、
杖
の
唇
し
て
い
5
こ
と
惇
人
脅
本
の
項
で
す
で
ド

述
べ
た
適
り
で
あ
5
。

　
以
上
の
疋
苔
ド
紘
咋
る
κ
き
な
欠
陥
り
姑
に
寿
書

角
み
の
捲
色
と
み
ら
る
べ
さ
語
句
の
相
違
、
家
い
は

小
異
（
助
詞
・
助
動
詞
な
ど
の
相
適
個
所
）
き
詞
宣

し
て
み
－
と
八
吃
九
イ
個
叶
ほ
ビ
あ
う
。
－
れ
㌦
詞

吉
㌧
9
司
き
加
え
♪
と
更
に
そ
の
個
所
は
璃
大
し
て

く
る
り
で
あ
5
。

　
今
、
　
詞
8
．
小
異
り
⑨
所
1
3
着
緒
し
べ
そ
の
主
蓼



な
欽
り
み
乏
ナ
し
倒
忌
し
て
み
3
と
次
り
雇
な
も
の

　
　
　
0

バ
’
あ
う

ω
い
と
“
ー
く
声
な
っ
が
し
さ
萱
は
い
は
ね
毛
や
祢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
マ

　
の
看
ド
ド
ほ
ふ
ら
ん
（
正
月
）
（
詫
本
は
、
；
」
L
す
る
）

ω
べ
あ
～
ぽ
ヒ
ま
－
し
ゆ
を
棒
⑲
花
た
w
里
よ
り
か

　
ド
ほ
ひ
き
つ
う
ん
（
三
（
新
古
今
集
く
集
↓

　
　
　
　
　
　
や
　
つ
　
マ
　
つ

　
　
諸
奉
－
と
は
ま
し
L
沢
多
い
。
但
し
書
陵
聾
本
は

　
　
　
つ
　
や
　
　
つ

　
　
「
と
ば
し
　
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
し



瀬

・
の
あ
ぐ
む
よ
ソ
け
し
き
＝
と
㌃
る
ゾ
化
な
れ
ぱ
さ
む
く

（

　
．
寸
枝
の
な
つ
が
し
き
か
な
（
二
月
）

　
　
　
　
　
や
　
や
　
　
つ
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
り
　
つ

　
　
（
諸
方
「
か
ね
て
も
」
．
但
し
言
霞
2
1
本
曳
か
ね
て
L
＃
吋
）

加
洛
風
に
あ
5
ぬ
身
互
れ
ぬ
祥
ば
な
た
プ
ぬ
る
人
仁

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
ひ
　
ヨ

　
い
と
は
れ
に
け
り
（
三
（
諸
声
－
な
れ
ど
し
と
す
る
．
）

D
名
犬
た
め
ヤ
よ
ひ
に
な
‘
れ
ば
ふ
促
峯
さ
’
＼
　
克
べ
ρ
4
里

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ひ
ゃ

　
ち
ド
は
－
こ
つ
尤
也
（
三
月
）
（
緒
克
「
o
ち
こ
ヒ
可
る
。
）

・
ω
を
と
で
ぬ
は
待
一
ノ
へ
か
－
与
か
ほ
と
～
ギ
て
す
誼
ぶ
し
へ

（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
け
ん
ウ
へ
な
；
ぬ
身
を
（
看
ス
諸
矛
コ
荻
L
と
丁
る
。
）



ハ
流
し
つ
る
け
こ
の
み
－
わ
t
り
［
］
珍
、
ひ
て
さ
や
た
の

（

　
早
笛
と
り
t
や
ら
れ
ず
（
夕
）

　
　
諸
寿
口
の
個
所
に
．
拓
し
あ
り
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

θ
　
鹿
っ
や
り
、
促
ほ
の
ぐ
と
し
ら
む
ま
で
t
え
あ
か
し

　
て
t
ゆ
へ
喧
か
な
　
ハ
タ
）
ハ
諸
序
り
咋
、
×
野
本
・
三
・
了

　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
へ

　
　
庁
は
「
勇
し
と
す
ろ
。
他
は
「
ひ
＋
ご
と
ヲ
る
．
Y

⑲
沢
［
］
な
る
蛍
t
風
ド
ぽ
か
今
h
て
A
－
日
を
杖
ヒ
や

属
に
つ
ぐ
；
ん
（
六
月
）
（
楮
本
口
、
㌔
あ
リ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

川
玉
か
t
は
す
ゑ
・
、
才
風
ド
は
か
弓
h
て
ま
だ
き
ド

（
　
　
』
や
套
ノ
た
て
つ
・
～
人
　
（
生
）
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つ

　
　
　
諸
疋
ば
い
ず
れ
t
「
雇
し
と
す
5
。

川
七
タ
つ
入
り
川
ゆ
か
こ
よ
ひ
さ
へ
な
バ
れ
や
す
・
う

（

　
ん
う
か
ぬ
決
d
（
＜
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
や
　
り
　
や

　
　
・
の
ー
2
呉
酬
多
ー
。
類
従
寿
は
。
た
ま
汐
り
し
と
ム

　
　
　
　
　
　
マ
　
や
　
　
も
　
　
つ
　
　

も
　

ゆ
　

も
　
　
へ

　
る
沢
吃
の
色
「
た
゜
‡
ウ
か
「
た
ー
ゆ
’
7
っ
寺
と
あ
り
、
ま

　
　
　
　
　
λ
I
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
め

　
仁
下
句
諸
本
い
ず
九
凡
「
来
に
と
あ
ろ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

必
山
里
1
3
～
か
こ
た
叶
か
さ
さ
さ
は
や
才
毅
＋
即
礼

く

　
こ
き
ま
ぜ
て
サ
ー
1
（
八
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
も
　

や

　
こ
め
荻
t
里
叶
判
多
く
、
4
1
徒
赤
は
「
r
と
▲
」
と
ゐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
や
　
も

　
こ
う
訓
ゼ
タ
タ
い
ボ
向
．
望
本
で
は
「
＋
9
こ
か
山
月
本
本
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」



　
　
　
9
　⑨
　

O

　
　
　
「
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
　
十
ひ
　
カ
　

、
＼
　
カ
　
　
ヒ
　
あ
　
フ
（
♂

　
　
　
　
　
　
」

ラロ
た
鋳
ま
ろ
・
と
れ
　
い
ピ
を
c
り
か
絆
ー
て
縫
’
一
ザ
L
人
・
と

（

　
ま
ね
4
・
つ
る
か
な
　
（
左
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
つ
　
つ
　
　
や

　
　
・
木
t
塁
鋼
ー
く
類
徒
ヰ
．
ま
そ
ほ
の
し
、
書
攻
却

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
っ
　

つ
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
　
も

　
　
岸
庁
み
疋
は
「
ま
そ
を
の
」
、
神
宮
L
オ
で
は
．
ま
あ

　
　
も
　
む

　
　
’
と
の
　
ヒ
亡
り
る
．

山
は
や
く
出
て
か
ビ
Φ
ド
や
ピ
わ
杖
の
月
は
の
ぼ
る

（
　
つ
き
つ
数
や
見
ナ
る
と
（
生
）
（
諸
庄
ぱ
，
露
L
と
す
る
）

川
紅
葦
ち
る
膚
克
川
に
あ
わ
を
お
し
て
名
ド
㌘
ボ
れ

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ひ
つ
ひ
も

　
た
る
月
6
・
そ
み
れ
　
　
（
三
（
諸
本
．
ふ
な
、
て
し
」
と
～
る
，
）



翫
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら

1
6
す
み
つ
ほ
る
心
や
空
を
は
ら
ふ
ら
ん
雲
の
ち
り
ゐ

（

　
司
紋
の
よ
の
月
（
全
）
（
全
葉
象
く
臭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
（
諸
序
多
く
は
「
ゐ
ぬ
」
、
但
－
芹
本
本
は
コ
ぬ
る
㌧
ず
る
）

ラ

ー
7
こ
戻
亡
・
し
の
’
雲
う
ち
は
・
」
ノ
ふ
た
か
ね
よ
り
さ
え
て

（

　
t
月
の
す
み
の
ぼ
る
ら
ん
（
夕
）
（
千
載
集
入
集
）

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
（
諸
疋
は
「
吹
し
、
結
句
は
．
か
な
㌦
多
い
．
但
ー
、
「
；

　
　
ん
し
は
他
に
六
野
ヰ
三
き
本
ボ
あ
5
。
）

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

旧
む
ら
耐
ム
や
月
，
の
む
～
っ
t
く
は
の
、
こ
ふ
♪
う
ん
は
れ
ゆ
く

（

　
た
〆
に
て
り
増
る
か
な
（
全
）
（
夕
索
集
く
集
）

　
（
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
　
ひ
　
　
い
デ
九
t
「
く
ま
」
ヒ
す
る
。
諸
ふ
）



働
け
さ
よ
り
は
叶
は
ら
の
声
ド
つ
・
ら
・
ゐ
て
あ
ぜ
⑳

（
　
む
・
ヶ
鳥
練
t
と
む
；
し
（
工
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
も
　
　
　
　
　
シ
　
や

　
（
麹
徒
4
皐
ほ
、
り
ぷ
L
、
「
ら
ん
」
と
す
る
。
）

ラ

2
0
足
択
代
は
旅
の
う
は
葉
に
き
く
震
の
つ
t
り
て
よ

（

　
t
の
く
に
と
な
る
ま
ぐ
（
祝
郭
）
（
含
童
寡
入
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
諸
亭
は
す
〔
て
寸
洛
」
と
す
る
。

加
夜
を
こ
め
て
朝
ま
つ
乏
の
－
草
し
ザ
り
し
ほ
る
・

（

　
㌘
露
の
玉
水
（
劉
離
）
（
諸
↑
、
㌍
L
、
∴
主
㌧
す
る
．
）

ハ

2
2
住
吉
め
ち
ぎ
つ
か
た
そ
ぎ
ウ
き
t
あ
は
べ
霜
を
き
、

（
　
ま
よ
ふ
少
き
は
さ
に
す
リ
（
神
抵
）
（
新
伎
拾
遺
集
入
）



部
川
…
↓諭
」
ド
崎
＋
匡
已
ず
匡
に
可
冬
L
τ
一
閂
⊂

‥
趨
割
「
劇
」
倒
割
剰
ぽ
臣
」
劃
剰
「

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ト
　
ぱ
ト
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
ぐ
く
　
　
　
　
ミ
　
く
　
　
く
　

一
る
主
f
ケ
も
哲
†
・
る
丁
（
駅

　
　
　
　
　
　
ト
ト
　
　
く
り
ミ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ヒ
　
ロ
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
」
儲
陸
巨
員
「
互
㍑
峰
は
撞

　
　
但
し
神
電
．
払
嘉
．
　

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

エ
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
く
　
ロ
　
　　
　
づ
ト
　

　
　

　
　
㍊
寿
リ

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

：
幽
…
あ
ー
バ
ー
－
勅
＋
ρ
ト
⊥
嶋
　
己
ー
　
　
　
テ

ー
‘
い
5
1
ー
司
－
凶
．
『
、
凶
⇒
，
　
　
，

　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
ミ
や
ロ
や
　
　
や
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　

　
　
（
、
輔
亭
「
な
沢
ポ
〔

　
一
　
志
・
、
三
争
・
を
蒔
寿
　

・

i，il　燐i．
｝1硝1．［．

　　　　　　i，にド｜ピ1桝
　　　　　　　Ik川川阯：－ll

｝A ＋　　　 ノ　t　　　’
T　　　へ＼

㌦

に　　　　　　　　　　　T



ラ

冗
ω
貞
オ
繭
り
あ
し
と
は
人
の
ふ
り
人
れ
ど
ま
が
カ
《
〈
4
て

（

　
み
え
ず
艦
の
ひ
ろ
き
に
（
全
〉

　
　
　
　
り
　
や
　
ヘ
　
　
　
　
サ
　
ロ
　
も

　
（
諸
亭
「
ま
な
く
」
、
－
ひ
ろ
さ
L
と
す
る
。
但
し
麹
媛

　
　
秦
駕
三
ま
な
ご
を
呂
い
已
と
『
る
．
）

　

2
6
こ
れ
を
み
ょ
む
つ
田
の
汲
ド
さ
で
さ
し
て
し
ほ
丸

（
　
し
し
．
つ
の
ち
か
の
衣
と
俸
（
鳥
8
ー
下
×
午
載
集
く
集
）

　
　
　
　
　
　
つ
　
や
　
マ
　
　
の
　
マ

　
　
類
徒
亭
「
あ
考
・
衣
か
は
」
と
す
5
．

η
露
を
口
み
た
は
－
に
匂
ふ
萩
の
え
の
え
t
い
ひ
し

（

　
ら
ぬ
鳥
t
す
う
か
な
（
左
）

　
　
諸
庁
口
り
個
所
に
．
重
し
あ
リ
。



翻

ノ
　
　
　
　
　
　
ロ

2
8
霜
穴
れ
り
野
べ
と
も
な
し
に
寿
た
て
ば
t
え
ず
t

｛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
や
　
　
も

　
物
を
思
ふ
頃
か
を
（
三
（
諸
康
は
寸
｛
え
て
㌧
丁
う
）

勘
な
こ
そ
て
ぷ
』
亀
薫
叱
君
パ
・
・
と
ぐ
o
を
蘭
衡
姦
ぞ

（

　
と
t
匙
ひ
よ
る
か
8
（
な
X
含
雀
某
く
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
や
　
ひ

　
（
嚢
徒
克
系
は
「
言
葉
芦
、
「
－
7
3
し
と
丁
る
．
）

ラ

3
0
ロ
ぶ
し
き
セ
牛
次
く
れ
に
す
む
た
つ
礼
巴
ふ
人
に

（

　
は
見
ナ
な
る
鋤
と
（
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
（
詫
寿
い
か
れ
t
「
・
ぶ
し
ヤ
、
類
提
序
系
で
は
「
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
や
　
つ
　
　
や

　
　
之
咋
5
L
ヒ
了
る
．
）



　
渓
上
の
外
・
い
ま
だ
そ
の
仰
湶
2
夕
く
B
ん
出
だ
す
今
で

ち
る
べ
、
　
聯
桟
入
集
4
次
主
だ
・
た
荻
つ
累
同
に
つ

　
　
　
　
　
り

き
見
て
き
た
　
　
そ
の
徳
6
し
た
緯
果
か
4
疋
書
の
砂

の
婿
っ
明
；
▲
な
誤
謬
、
戚
落
・
巴
あ
ポ
る
t
の
t

　
　
　
　
　
ハ

多
く
†
匹
1
3
笛
ω
の
如
く
全
く
反
～
対
②
音
κ
味
に
な
る
孜

　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
へ

t
あ
6
　
　
勅
糧
焦
く
息
荻
　
寅
い
時
孜
令
に
爺
ヶ
ろ

作
膓
（
）
3
0
・
知
さ
）
左
4
れ
ぞ
札
で
み
て
土
寿
妻
日
の

　
　
　
（

　
　
も
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

加
き
訓
，
み
に
は
な
つ
ー
　
い
了
い
　
　
、
・
う
し
た
例
か
；

他
の
薙
句
の
湘
遭
礼
凡
造
寿
書
の
誤
男
と
堆
良
’
さ
れ

る
弓
穴
丸
タ
く
以
上
弓
不
備
’
を
も
つ
リ
ボ
ざ
神
宮
又
存
し
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゜D

s
赤
コ
功
阜
文
上
の
欠
め
陥
と
い
う
こ
ヒ
バ
也
－
〃
6
り
で

巧
る
。

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
一
丁
す
多
行
　
　
孜
ば
’
行
書
さ
で
あ
る
　
　
本
文
角

内
餐
か
う
サ
れ
α
「
〉
・
自
し
の
釈
の
碗
劉
「
は
大
野
香
、

三
き
牟
ピ
固
じ
弓
き
ヒ
っ
て
い
る
沢
　
　
以
上
員
、
て
さ

た
家
⑳
漆
又
の
・
に
、
　
又
詞
全
●
の
±
孜
記
な
ど
賓
永
4
ヒ

は
望
い
な
つ
ー
o
る
、
汁
か
．
～
叉
ぽ
－
奉
か
、
5
メ
て
い
う
ヒ

　
　
　
　
　
む

は
言
え
4
い
　
　
そ
・
つ
い
・
フ
音
ド
啄
か
、
与
赤
書
は
大
野
戌

三
う
荏
と
は
玖
立
し
た
位
相
ド
あ
る
ヒ
判
断
さ
れ
ろ

3
庁
と
い
う
べ
さ
ぐ
ら
る
。



ゆ
　
神
宮
文
庫
巌
「
散
本
肴
孜
集
」
（
ハ
差
ハ
冊
本
）

　
こ
の
名
牢
礼
同
じ
く
村
ヰ
古
ぱ
取
功
献
納
ヰ
。
表
紙

に
は
「
散
赤
抄
9
穿
」
ヒ
あ
る
。
但
し
牢
は
各
篭
セ

礼
．
散
ホ
奇
・
欲
皇
ご
と
な
っ
て
い
る
。
　
一
丁
†
行
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

玖
は
’
行
畜
き
ヒ
い
ー
鷺
色
き
有
し
6
の
榊
宮
又
庫
－

　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

甲
庁
ヒ
は
碕
，
式
う
上
か
ら
｛
含
く
異
な
つ
て
い
る

神
官
》
入
」
煙
－
ム
香
と
呼
ば
れ
る
つ
t
こ
こ
ド
そ
の
珪
由

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

が
’
あ
ろ
“



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

牟
デ
⑫
峯
べ
」
‡
で
ド
声
鋪
巳
ビ
し
い
儲
亘
淘
を
生
じ
て
い
る
。

　
ま
た
．
侯
所
卿
コ
女
集
L
「
埠
叶
眈
御
，
石
首
抄
」
な
ど

バ
浪
入
し
て
同
碑
ト
な
つ
丁
い
る
。
か
か
る
乱
丁
は

他
本
ド
は
勿
論
見
必
せ
な
く
本
・
畜
ラ
オ
の
特
色
で
葛

る
、
芽
五
江
却
戎
下
ゆ
差
ゆ
冊
（
挺
却
の
差
は
欠
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

に
－
4
銭
箇
は
な
い
　
先
だ
以
⊥
の
費
簡
を
布
し
他
香

砺
旧
は
入
な
．
ビ
の
あ
る
と
こ
ろ
か
、
，
し
て
一
先
に
夙
ふ
リ
右

奥
書
が
散
本
臣
そ
の
t
の
の
男
序
う
日
で
み
る
か
灸
日

か
は
廓
根
惇
士
の
楕
嵐
⑳
通
リ
ぱ
良
し
か
ね
る
の
で

ち
る
。
丸
・
患
二
4
，
（
’
五
。
エ
）
は
す
芭
〔
う
り
、
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ソ
て
の
玄
ゆ
偶
方
了
代
は
か
な
り
士
V
い
こ
ヒ
は
主
え
・
又
ク
つ
。
　
か

っ
て
、
神
・
筥
又
♪
形
ε
、
訪
い
走
つ
ず
櫛
の
繍
渤
淘
個
所
き
整
理
丁
る

っ
に
か
な
り
っ
崎
司
を
穿
し
た
“
予
者
の
鋳
験
を
今
思

“
あ
イ
9
り
で
才
う
る
バ
、
　
子
！
睾
な
望
式
入
個
所
を
峰
玄
し

セ
孝
さ
又
つ
認
ド
し
て
碩
彦
」
を
正
チ
ヒ
考
’
夕
の
の
欠
ゑ
ば

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

残
る
定
尋
屠
ア
4
直
り
章
未
生
が
ゐ
生
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
「
◇

　
序
争
力
の
題
ド
ー
3
「
赦
未
4
荻
暮
差
芽
一
」
と
差
し

8
〈
れ
イ
ぶ
リ
池
ピ
；
な
る
。
（
矛
二
以
≠
卜
t
同
じ
）

　
さ
て
錆
，
葡
乱
丁
の
▲
・
彗
と
・
・
、
、
で
示
『
無
幡
は
な

い
が
、
　
そ
の
特
色
・
と
一
部
更
て
み
よ
・
）
。



　
・
・
の
礼
丁
は
春
部
（
正
月
）
の
二
丁
表
か
；
す
で
ト

生
じ
て
い
る
。
（
玖
？
♂
弓
は
肉
禄
履
ナ
氏
著
「
散
未
肯

釈
集
り
4
6
兄
ヒ
絞
本
」
ド
よ
5
。
）

　
塔
1
4
〆
丁
表
1
3
着
通
で
あ
る
w
一
丁
裏
9
「
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

し
か
と
末
う
枯
少
か
す
め
ろ
は
」
は
二
行
書
き
の
た

め
・
・
り
上
句
で
終
リ
、
　
二
丁
表
ド
は
寸
堰
，
川
院
御
百

首
η
・
以
遠
檎
玄
伸
本
3
之
」
　
と
あ
り
他
の
荻
集
ボ

汲
入
し
て
き
て
い
る
り
で
あ
る
。
　
亨
れ
ば
か
り
で
は

な
く
、
つ
プ
い
て
「
伎
成
卿
矢
隼
」
礼
濃
入
し
、
こ

の
但
疋
二
玄
燗
の
向
p
礼
乱
丁
あ
り
、
　
面
丁
♪
表
は
．
俊
、



　
が
く
し
て
正
月
の
釈
の
大
s
、
な
乱
丁
は
、
　
神
－
裳
・
又

庫
乙
か
で
は
ガ
・
♪
ぎ
六
丁
に
川
「
寿
霞
た
な
び
－
、
8
6
は

み
つ
－
ほ
ド
…
；
」
叫
荻
ご
㌔
醐
「
都
へ
と
い
そ
て
己

の
詞
丁
⇔
メ
酬
・
半
「
伊
勢
ド
侍
す
る
頃
む
つ
さ
の
ゆ
五
日

経
」
ま
．
イ
、
バ
薩
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
う
る
。
し
か

t
そ
の
詞
書
の
後
半
．
よ
t
り
山
込
か
す
み
お
た
り

た
，
勺
を
サ
て
よ
め
ろ
L
ぱ
そ
う
ま
ま
つ
ブ
か
ず
四
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

・
裏
ド
，
連
t
い
、
り
し
て
以
丁
品
の
荻
か
・
う
a
司
6
2
「
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

日
で
由
w
と
り
を
の
斤
ヱ
ノ
日
し
て
」
（
上
句
《
み
）

ま
で
次
綴
川
し
こ
ま
れ
て
い
る
．
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ラ

　
さ
～
に
七
丁
ド
惇
工
月
3
8
「
初
春
♂
も
ち
月
に
も

る
か
ゆ
な
れ
ば
な
。
へ
て
な
、
与
ず
感
あ
か
寺
猷
け
ー
」

ら
詞
妻
⑤
の
佐
乳
1
［
－
身
～
て
人
々
孜
‥
よ
・
董
む
な
ピ
い
ふ
き

」
剛
て
な
ど
か
よ
ま
C
ら
ん
鴻
ゆ
盛
バ
仕
示
卜
七
あ
る
ぽ
塊

こ
そ
・
ヲ
れ
ヒ
て
よ
品
5
し
炉
；
娼
ま
り
、
P
の
訳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

メ
8
5
チ
「
宮
は
寿
惰
つ
サ
て
い
つ
し
か
の
し
で
終
り
、

ハ
丁
は
正
月
田
「
春
雨
は
ふ
り
し
む
れ
ど
t
鶯
②
声
は

　
　
　
　
　
　
（

－
ほ
れ
ぬ
勤
ト
ぞ
あ
ー
寸
逢
の
詞
言
の
後
辛
「
…
ま

つ
り
ナ
5
「
痢
申
室
と
い
へ
る
4
き
よ
め
る
」
に
娯

ま
り
、
　
印
ら
孜
の
詞
宇
宿
⑳
メ
8
5
虫
↑
「
×
殿
よ
り
荻
捨
な
い



賞
し
く
畜
た
5
給
を
こ
れ
殊
に
ょ
み
な
し
て
た
て
ま

っ
れ
仰
あ
り
寸
ト
声
雇
う
つ
ま
ト
未
男
ド
あ
ひ
た
5
L

…
巨
終
っ
て
o
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
詞
書
の
後
手
「

前
’
い
帰
花
鳳
ド
徒
ひ
て
男
り
な
を
し
の
う
ヘ
ド
か
・

り
し
ガ
さ
な
き
ち
，
こ
の
む
か
ひ
ゐ
て
散
か
・
9
た
る
雑

を
ひ
う
ひ
ヒ
る
か
た
あ
る
所
を
よ
め
る
」
は
、
「
人
、
淘

く
乙
庫
の
ρ
ノ
上
）
　
か
、
与
工
門
ぴ
南
の
方
（
」
本
の
一

ノ
多
〆
）
に
移
動
し
＋
一
丁
ド
秘
置
さ
れ
川
の
「
風
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

O
仁
」
み
ま
つ
・
ら
り
山
ド

　
　
　
　
　
　
但
し

－
隊
｝
陀
門
川
］
（
下
句
［
日
u
は
神
宮
・
牢
欠
く
）
の
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孜
を
以
て
十
三
丁
ボ
終
つ
て
い
る
の
で
あ
る
．

　
以
上
は
工
月
力
、
し
か
t
錨
笥
の
鰭
ド
箸
t
い
伺

所
っ
み
と
’
っ
ウ
伺
と
し
て
建
∨
て
さ
た
の
で
う
ろ

バ
、
　
・
～
ー
七
㌫
ば
・
・
パ
神
文
辛
乙
手
に
は
芳
一
（

春
部
）
か
ー
タ
伊
ヘ
ム
、
聾
ン
ま
で
デ
つ
ヒ
熊
く
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

功
向
ド
ー
・
散
未
集
匂
停
内
サ
伽
、
な
く
偲
々
う
混
入
と

バ
ー
枝
鉢
㌢
審
，
孝
二
加
L
り
向
題
は
’
魯
複
雑
代
す

る
。
　
同
じ
正
目
ハ
稼
w
正
月
と
い
・
）
月
に
荒
て
糺
丁

　
　
　
　
　
　
パ
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ガ
生
じ
　
叉
　
、
、
　
れ
　
1
1
‥
1
忙
し
t
　
　
　
て
う
゜
㍗
ぼ
玄
㎏
て
　
杷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

の
‖
ド
寸
お
バ
‘
と
パ
）
払
丁
の
叶
’
を
ヒ
つ
て
　
い
5



、

づ
で
み
る
人
、
c
・
　
一
っ
⑳
月
ら
一
頚
は
偲
の
ロ
月
の
荻
の

配
列
ヒ
t
内
偉
‘
相
与
ド
借
ハ
合
う
と
“
う
こ
と
に

㍗
・
る
り
で
あ
る
。
　
し
か
t
’
孜
κ
二
ん
灯
含
o
キ
、
ら
夜
あ
、

一
着
⑲
軟
κ
上
句
と
’
ト
勾
に
寸
断
ミ
れ
旬
衡
な
丁
ド

　
　
　
　
　
の

分
趣
さ
れ
る
　

こ
の
惚
ず
1
3
ま
た
垣
倶
い
詞
含
悟
の
場
合
弍

完
じ
ぐ
上
1
、
°
下
キ
と
分
誰
し
て
配
列
さ
れ
る
ピ
い

、
、
詰
兄
ε
主
じ
た
り
で
ろ
5
。
　
こ
＋
ら
ε
調
整
↑
つ
れ

ぱ
正
冶
ず
セ
五
哨
字
迎
⑳
6
3
ド
　
は
な
る
ぺ
　
と
t
か
く
t
是
だ

し
パ
4
6
パ
尚
糺
丁
ぽ
L
本
り
砂
の
4
3
つ
符
色
と
“
う
べ
、

き
で
　

こ
ー
し
E
ま
ま
ぐ
キ
‥
納
さ
れ
た
・
t
の
で
’
あ
Z
ノ
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さ
て
、
　
神
虐
為
乙
赤
は
《
野
疋
系
続
に
属
し
て
い
て

こ
　
れ
　
弓
　
（
同
　
’
望
中
・
紐
‥
の
　
　
他
’
志
”
　
と
　
貌
「
の
　
未
早
・
’
人
　
八
夙
　
び
　
・
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ロ
ト
コ
　
　
ロ
　
　
　
　
く
　
ゴ
　
ぽ
コ
　
　
　
こ
　
　
　
　
ト
ト

タ
な
く
な
い
う
竺
あ
丁
。
詞
書
や
作
り
諸
冬
セ
若
直

し
砧
鞄
抽
で
一
刈
、
司
［
街
1
‥
治
一
悼
抽
一
、
袈
‥
同
一
姥
屍
一
；
‘
3
．

く
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
し
シ
　
　
　
　
　
　
　

シ
　
　
　
　
　

ロ
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　

　
づ
ミ
ロ
ロ
　
く
　
ロ
コ
　
く
し
　
　
　
　
　
ピ
　
　
　

　
　
　
ロ
　
　
　
の
　
ロ
　

　
イ
　
シ
　
　
　
　
　
　

エ
コ
　
　
　

エ
　
　
　
　
コ
　
つ
　
　
じ
ト
　
　
　
セ
　
ノ
し
　
　
　
　

ヨ
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
‘
L
さ
べ
い
…
二
に
ぷ
」
」
」
か
ら
↓
冷
k
－
㎏
ー
μ
い
警
止
’
㎏
已
瀬
擢
口

輻
凶
陶
同
‥
卑
哩
阻
」
『
ば
己
声
匿
民
担
い
，
遮
次
抑
百
…

r
庖
悼
［
麗
波
口
脚
固
山
困
、
目
舛
同
ト
園
網
一
国
因
碗
汕
河
二
藍
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よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

小
ぽ
沃
未
勺
の
よ
・
）
な
、
訓
コ
み
’
に
は
」
ぼ
っ
て
い
な
い
　

幼
ん
に

示
し
た
小
沢
牟
救
里
い
は
銭
烏
で
ち
る
、
、
ヒ
次
、
、
れ
，
～

う
こ
セ
に
よ
っ
て
知
弓
れ
5
。
　
こ
＋
ら
か
c
麹
椎
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
詫
寄
ヒ
鳥
わ
h
る
荻
に
④
⑤
・
⑥
日
d
恥
ろ
り
　
・
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ラ
　

ハ
　

ハ
　

　

s
か
ド
凧
洗
と
恩
わ
ト
る
荻
に
伯
．
砺
・
ぼ
．
囎
・
曜
4
沢
あ

る
，
ま
た
一
秀
孜
〔
リ
ム
鳥
味
か
ら
み
／
－
本
馬
牟
の
方
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
　
　
ハ
　
ラ

正
ー
い
Y
思
お
れ
る
の
弍
み
、
5
。
（
ぼ
．
ぽ
．
磁
の
孜
ら
知

さ
）
－
か
－
、
全
搬
的
ド
み
丁
未
烏
未
ド
は
孜
衡
書

吏
は
視
Y
よ
り
詞
書
の
秦
〉
人
P
t
か
な
リ
遇
ぴ
易
、
戒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

湊
な
ビ
の
里
．
隻
ペ
ム
リ
蓋
左
Y
は
い
わ
れ
匂
い
　
　
試



上
の
・
・
セ
だ
い
沢
奉
の
内
鬼

O

あ
る
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
ト

ヒ
し
ー
の
庄
又
2
暗
て
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臼
国
会
図
書
舘
上
野
今
磁
歳

　
（
　
　
「
散
本
弁
孜
集
」
（
す
夷
五
冊
）

　
矛
偏
牟
1
1
岩
奉
Φ
皇
胤
（
室
政
元
－
炉
北
三
・
晦
渓
）

の
湶
巌
庁
で
あ
る
。
合
繰
改
輩
り
表
鰍
に
は
「
致
本

↑
ゑ
集
」
ヒ
ち
る
K
、
旧
筆
の
春
紙
ぼ
．
散
木
か
孜

臣
し
ピ
み
り
杏
差
セ
丈
－
五
η
し
5
甲
い
て
い
る
。
輿

τ
稗
な
い
り
で
覧
の
書
偏
追
8
1
時
鴫
ら
か
で
な
い
バ

江
戸
末
期
の
t
の
で
ち
ろ
う
．
（
南
根
履
手
氏
・
洗
ド
徒



－
．
）
牢
文
－
し
文
は
紋
合
t
な
さ
れ
「
4
才
し
の
書

〈
A
み
え
る
べ
諸
牢
の
↑
ト
あ
つ
ユ
ー
4
最
t
粗
堅
ヰ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
び

て
工
つ
▲

　
牢
・
又
上
夕
η
庄
産
の
大
へ
、
な
欠
⑰
陥
は
〉
却
戸
戸
切
㊨
脱
湊
孔

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ

多
い
W
　
ま
、
『
詞
吉
　
藷
㌢
ビ
の
欠
ソ
て
い
る
め
尤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

∂
に
つ
く
．
　
ど
ト
ら
ε
み
げ
’
き
ヒ
次
り
適
り

D
　
「
阜
夜
侍
ぶ
野
公

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
し

　
時
烏
よ
ご
ろ
べ
を
つ
く
さ
せ
ぺ
今
・
θ
ぞ
か
す
か
に

　
’
は
の
劫
か
し
つ
る
　
（
五
n
月
）
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力
司
ー
ゐ
つ
・
峰
礼
る
未
・
卜
巨
は
ぶ
れ
て
つ
て
p
も

（

　
夏
を
喝
お
た
る
哉
し
く
六
月
）

　
　
っ
看
首
荻
叩
ト
泉
を
よ
め
巨
（
次
の
玖
の
詞
書
）

の
c
る
ム
f
な
き
少
里
は
か
や
リ
k
ハ
く
ウ
る
燗
、
叉

　
友
ヒ
な
リ
咋
5
　
へ
方
こ
（
神
乙
本
｛
同
じ
C
欠
く
）

ゆ
　
「
八
日
ム
う
弍
ヒ
へ
「
か
は
し
す
る
し

　
一
巧
ひ
t
て
　
1
5
た
～
t
任
な
れ
ぬ
に
を
ぞ
七
タ
つ
め

　
に
か
す
べ
か
り
ワ
る
」
（
七
日
川
）
（
詞
書
と
歌
）

ω
　
「
思
ひ
バ
夫
き
丸
ヒ
い
へ
る
亭
を
よ
あ
る
」

♂
方
ほ
ビ
）
思
ひ
難
さ
ぱ
よ
も
う
洛
に
そ
こ
ひ
t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
歌
d
神
甲
、
乙

　
－
－
二
成
ヴ
～
へ
私
；
叩
）
（
詞
書
と
孜
）
い
鷲
，
尚
条
序



⑥
「
誘
の
花
ぐ
さ
ム
～
ト
ミ
・
誉
る
と
い
へ
る
亭
乏
よ
め
る
」

「
そ
こ
ボ
く
の
花
の
ひ
t
と
く
瓦
の
倭
ド
を
し
の
け

　
た
う
は
は
ち
才
也
咋
ー
」
（
左
）

　
三
事
柔
・
小
。
9
転
謎
じ
－
欠
c
）

D
左
注
ノ
「
み
イ
き
・
ヒ
い
ぶ
ほ
つ
く
し
の
ふ
の
小
ビ
で
蒙
リ
し
　
（
足
部
上
）

（

　
（
神
ア
乙
小
大
ニ
テ
昌
膓
つ
諸
干
同
じ
2
く
）

　
　
　
ヨ

　
　
　
．
｛
募
日

　
　
　
†
ー
」

8
3
「
江
し
ヒ
七
い
は
で
ぞ
思
み
た
ま
き
は
る
立
が
へ

（

　
　
る
べ
き
昔
な
・
5
ね
．
は
し
　
へ
舞
部
）
へ
詞
書
と
欲
）

m
申
　
　
「
濠
法
週
朝
麿
」
　
へ
か
へ
　
し
　
の
杵
叩
，
宥
毛
）
ヘ
ケ
一
）

（
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ゆ
ふ
し
づ
け
し
を
ピ
ろ
巧
下
仁
ず
む
ぽ
え
め
べ
ぢ
さ

（
　
な
き
身
を
い
か
・
い
辻
ん
へ
躯
工
評
・
依
躬
車
建
雑
孜
百
首
）

川
し
サ
ず
山
な
；
の
ま
し
ば
ド
か
ぶ
・
れ
て
ね
ら
ふ

（

　
さ
っ
’
き
の
た
P
み
な
の
よ
ヤ
（
生
）

の
「
作
蓄
ピ
汀
ム
寄
隻
差
し
う
阜
（
遭
荻
）

（

　
以
上
の
う
t
ゆ
川
は
化
寿
に
土
若
布
了
る
2
孜
で

巴
の
＋
刊
×
ヰ
呂
赤
り
サ
の
ー
つ
脱
秦
で
う
る
。
　
1
．

ノ
・
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

か
凡
田
二
川
バ
件
肴
毛
の
脱
峯
で
あ
3
こ
ヒ
は
世
寿
p

　
　
（
　
　
〈

司
択
な
い
、
　
こ
末
感
書
s
の
降
の
奮
き
集
と
し
で
み

イ

Z
ノ
う
，
　
以
上
穴
十
駕
寿
の
祉
方
的
欠
陥
゜
で
あ
る
次



　
次
に
ホ
丁
今
み
っ
礼
つ
部
，
令
6
9
相
己
亘
｛
か
㌃
リ
多

い
う
で
・
了
う
絞
翌
い
を
’
ぷ
丁
。
（
但
し
、
詞
字
θ
は
－
る
：
畦
。

欲
w
斥
文
t
代
疋
x
の
尾
存
り
場
企
は
ミ
れ
一
と
葭
外

－
托
．
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
　
み
と

川
た
〈
・
ひ
な
き
〉
ひ
ろ
さ
を
か
た
今
ド
て
…
（
正
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
に
ツ
へ

引
お
∵
5
く
り
腰
ぷ
た
へ
な
る
身
な
れ
ど
礼
－
，
，
（
な
）

（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

力
妹
鶯
ψ
昼
ふ
と
こ
ろ
に
お
ひ
た
ち
て
－
…
，
（
二
8
）

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
ヘ
ド

加
桜
花
プ
≧
り
ぺ
t
つ
つ
七
、
の
汰
ア
小
ぱ
へ
仁
障
と
ミ
へ
｛

（
　
，
．

　
ち
、
吻
し
　
つ
参
か
㌃
　
｛
’
夕
）

　
　
ト

い
花
の
ち
う
下
〃
汀
水
の
L
（
二
み
・
ト
ぼ
…
－
へ
人
ユ
）
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〈
‘
れ

ハ
　
　
　
　

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

㊦
あ
ぢ
き
な
や
小
山
田
を
q
、
そ
か
へ
し
っ
れ
雁
が
ね

　
さ
へ
叱
思
ひ
た
つ
哉
（
夕
）

ハ
乏
る
な
　
み
　
の
う
　
し
　
ろ
あ
　
た
　
さ
　
ド
　
め
　
礼
　
か
　
れ
ず
　
た
ち

（
　
　
つ
～

　
ゐ
糸
し
み
る
少
線
の
花
（
夕
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
釈

か
寿
二
そ
は
か
ぎ
り
も
ち
；
あ
オ
よ
1
防
に
み
肢
は
残

ー
陰
　
れ
か
た
み
と
礼
ケ
ん
　

（
な
）

船
桜
バ
に
散
の
こ
・
与
ば
ヒ
い
ぴ
ー
か
ど
花
見
て
ー
t

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ

　
　
　
ゾ
て
　
て
　
ち
ひ
し
ぬ
ぐ

　
そ
寿
は
悪
し
き
　
　
　
（
乙
月
）
（
練
古
今
入
患
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

ラ
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

沁
い
ヒ
伊
し
く
み
る
空
ぞ
な
き
桜
ば
な
わ
か
れ
し
春

く
　
　
　
　
　
ナ
シ

　
の
か
た
み
回
思
へ
ぽ
　
へ
夕
）



野
ー

、
酬
、
博
、
剰
、
を
リ
バ
ね
判
司
，
川
一
司
蛇
ー
司
「
『
川
鈎
郭
当
惑
劃
∨
」

》
い
川
，
一
‘
、
ー
ピ
川
川
、
一
一
…
胸
日
－
川
日
川
日
川
川
川
薗
川
川
－
お
川
川
日
一

侃
こ
れ
ヤ
か
心
こ
せ
の
マ
や
ま
内
詩
ヌ
上
唇
南
t
し
一

、
、
‘
，
の
・
口
…
Q
｛
き
一
ブ
磁
当
や
ー
ー
，
〈
倒
「
『
剰
」
内
、
酬
『
）
．
－
…
、

㎞
人
口
い
ぐ
わ
μ
－
「
μ
ド
ゆ
｝
r
よ
；
μ
汕
‘
己
恒
ρ
ぴ
ら
”
担

　
の
払
を
⑳
み
だ
な
く
…
　
（
全
・
）

　
　
　
　
　
ぬ
リ

ラ
　
　
　
ハ
　
　
　
エ
ビ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
ト
　

　
ト
　
ト
　
　
　
く
ヨ
　
く
　
　

　
ト
ケ
　
く
　
ト
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　

　
　
　
　
　
　
シ
の
　
　
く
　
　
コ
　
　
　

き
　
　

傭
み
薩
t
る
衛
士
り
壬
…
え
ド
ち
り
た
う
て
み
げ
耐
あ
’

　
　
ト
　
　
　
　
も
　
ト
　
ぱ
　
コ
や
　
　
ま
ハ
　
の
　
　
　
ト
　
　
　
ト
　
ト
　
　
　
ト
　
　
ト
　
　
セ
　
ト
ド
　
　
　
メ
ト
ト
　
　
　
　
レ
　
　
ト

一
　
ヤ
門
の
ね
t
格
る
か
…
な
り
（
一
生
）

　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ト
ト
　
　
　
　
　
　
し
　
ユ
ト
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
べ
　
　
　
コ
　
　
　
し
　
ト
く
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
コ
　
ロ
　
　
じ
　
び
ド
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
む

心…

?
潤
h
雨
体
あ
3
「
あ
4
吐
と
り
～
己
声
水
、
づ
～
し
一
ひ
た
含
フ
・
5
0

－
ー
－
－
：
ー
4
《
こ
謁
み
る
…
…
ー
…
「
ー
…
ー
－
ー
ー
＋
…
－
，
ー
ー
ー
、
，
，
」
：
　
・
2
。

［
い
冷
ρ
戸
ば
巴
ぽ
治
信
門
閂
掲
柑
肉
座
閣
ぱ
檎
陵
声
あ
藺
）
…
⌒

　
じ
　
　
ぺ
　
　
ロ
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
ト
　
ぺ
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コ
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コ

㎞
巨
｝
已
匡
已
φ
已
L
1
9
已
L
に
㎏
∵
巴
匿
』
匡
巳
塵
沙
汕
L
巨ン
隆
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医
　
え
の
そ
こ
ヒ
成
寸
り
（
生
）

ノ

ー
7
雪
は
れ
ぬ
五
同
ミ
ぬ
、
与
し
た
ま
衣
む
つ
か
し
き
ま
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サ
け
ソ

　
で
ろ
志
じ
め
ー
せ
－
ヘ
ケ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

旧
4
∩
そ
妨
t
日
て
・
か
ぞ
ふ
れ
は
み
ザ
か
ミ
功
ラ
《
し
く

（
　
　
　
　
　
　
ナ
シ

　
な
ー
ぬ
±
角
固
り
皇
（
な
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才
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ー
9
や
よ
や
ま
た
き
セ
げ
御
儂
の
時
品
さ
つ
き
だ
F
こ
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ゼ
ゆ
セ
ノ
　
　
　
　
　
ら
な
け
ア

　
そ
を
き
か
へ
り
げ
れ
（
仁
）
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莉
却
撰
入
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
ま
て

　

2
0
な
で
し
こ
の
花
サ
3
荘
つ
に
に
て
，
、
－
（
六
自
）

ー
　
　
　
　
　

片
少
風

ω
ひ
さ
き
ズ
ふ
る
少
庁
霞
の
い
－
ゐ
つ
－
…
（
参
）

　
　
　
ま
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
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猷
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。
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以
上
才
劣
埠
ド
お
け
5
絞
異
、
　
互
れ
t
2
8
以
夜
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

1
自
ド
ニ
個
W
上
の
綜
黒
と
有
『
る
t
の
②
Σ
打
象

と
し
て
五
す
の
靖
倒
を
挺
き
弟
し
仁
，
　
こ
り
外
、
詞

ケ
●
き
双
め
玖
つ
痴
文
の
紘
異
’
例
の
⑱
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（
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の

な
い
、
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
　

試
上
の
ほ
か
ド
い
わ

ザ
》
人
暗
庁
梨
筑
り
誘
ヰ
v
共
庖
ー
た
絞
里
司
き
加
お



・
人
る
と
寅
に
ち
び
た
だ
し
い
故
p
上
る
穴
、
　
互
れ
は

　
　
　
　
　
　
つ

一
ケ
る
酸
し
た
　
（
一
6
の
申
ド
本
名
本
肱
魯
の
t
の

が
あ
り
司
じ
荻
．
卜
供
青
ヒ
ユ
い
邑
ヰ
ヲ
a
t
の
の
あ
る
偲

合
叫
み
牛
考
・
ト
’
千
ー
た
。
）
　
以
上
の
う
5
却
夕
閲
既
義

　
ハ
　
ユ
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ハ

は
旧
ω
η
四
り
三
楓
所
で
　

千
載
隼
〔
入
孜
の
日
O
W
は
豊
い

　
（
　
｛
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
　

〈

剖
に
な
っ
て
い
る
。
　
寿
了
直
、
杖
合
書
ミ
λ
ト
丸
多
、
、

の
で
あ
5
ボ
、
　
生
ん
仁
・
t
述
〔
た
如
く
払
立
足
と
戎
て
加

・
礼
、
与
ト
れ
け
叩
凡
み
え
ネ
又
内
鴉
と
し
丁
は
多
ノ
♪
ノ
畑
神

性
さ
欠
く
ゐ
バ
あ
▲
。
　
戎
上
の
こ
ヒ
な
ピ
w
本
3
本
，

の
3
6
多
レ
と
い
λ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
°



（8）

回
会
刮
書
館
上
野
・
分
舘
蕨

　
「
散
「
木
・
あ
す
孜
　
黒
」
　
（
八
茎
”
捗
）

　
　
　
庁
3
亭
r
し
負
全
ρ
ぱ
皇
い
。
弦
崖
に
「
・
†
」
の
字

　
　
Σ
旧
い
た
’
孝
で
ち
5
．
寸
尚
合
し
．
ち
ゐ
弥
忠
傷
し
の

　
印
ボ
あ
る
。
　
庄
又
と
し
・
は
呂
乎
改
庁
（
内
肉
天
庫
－

　
旗
）
　
に
己
“
円
律
ト
あ
り
、
　
本
参
●
匂
佑
ピ
し
て
の
埼

四
　
己
は
な
、
、
。
　
図
丁
二
と
有
し
て
い
玖
い
り
で
そ
の
士
三
笥

5

　
邑
羅
t
不
明
、
呂
手
校
序
ド
近
い
叉
は
“
う
t
の
－



9
干
伎
牟
・
炉
寺
藷
の
戚
蓬
t
な
、
、
の
で
あ
フ
て
、

　
㌔
・
、
に
ホ
±
の
眈
抄
ぴ
Σ
（
他
牢
を
｛
含
む
）
み
」
と

七
の
・
1
9
～
ソ
。

D
　
　
「
眉
の
た
く
さ
み
＼
　
ド
さ
き
サ
た
る
と

　
　
　
ミ
7
“

（
　
　
　
い
へ
5
名
可
～
し
よ
劫
・
う
」

「
覧
’
・
ば
く
の
花
の
ひ
t
と
く
亙
の
’
⑧
に
を
し
り
け

　
た
る
は
ほ
ち
丁
也
げ
ー
」
（
駅
放
）
（
詞
t
ヒ
荻
）

　
（
右
を
2
く
う
は
神
甲
t
ふ
琴
月
李
渇
千
擦
各
鷺
）

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
い

2
左
注
「
　
サ
づ
き
　
と
“
ふ
　
1
1
つ
く
し
の
　
ふ
の
　
か
ど
て

ζ
　
な
り
し
　
（
志
抑
上
）



氾ぷ

　
（
た
を
欠
く
ら
1
3
神
ア
ム
，
ト
ズ
庁
－
山
万
小
・
×
野
・
’
ニ
チ

　
　
・
る
乎
伎
・
蓋
諸
季
）

鉛
聾
詞
寸
凄
跨
・
ぱ
し
　
（
恵
却
ニ
ト
）

（

　
（
尤
を
欠
く
り
は
神
ア
L
・
小
沢
オ
膏
丈
η
・
三
テ
θ
④

　
　
雫
改
の
稔
諸
か
）

の
「
紅
り
知
・
ト
は
ザ
れ
し
ま
ザ
よ
リ
t
な
仁
．
か
つ
～

（
　
－
－
の
わ
・
う
け
を
ぞ
思
ふ
」
（
志
却
下
）

　
　
及
〆
、
　
吃
の
ス
り
弦
り
詞
竃
「
情
・
理
大
夫
顕
杢
・

　
　
の
吉
嶋
の
象
ド
て
彰
ド
不
知
殺
と
い
へ
る
こ
セ
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
よ
易
る
」
　
t
欠
く



　
（
↑
μ
う
玖
ヒ
日
列
古
～
欠
4
う
は
ρ
ρ
’
ナ
・
故
亭
）

　
以
上
ゆ
つ
の
耽
後
ば
、
　
、
、
・
ヂ
れ
t
本
夢
・
の
み
の
9
3

色
τ
は
な
く
い
ず
れ
L
但
り
当
小
と
若
通
し
た
酩
潅

で
兎
ー
、
最
t
也
い
肉
偉
に
あ
る
畠
手
－
段
庫
よ
ー
t

　
　
　
　
　
　
ウ

戚
鳥
ぱ
夕
な
い
　
こ
・
フ
し
た
、
、
ヒ
か
ー
却
令
鮪
な
語

匂
今
異
同
W
×
X
作
添
Y
苓
、
廻
し
て
痴
ー
、
ヰ
書
伯

　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し

停
つ
婿
色
は
な
い
　
徒
つ
て
、
、
ト
4
ぐ
の
諸
予
り
都

き
剖
β
岡
小
暑
の
仰
β
名
乳
『
る
，
硲
は
、
庄
3
摩

は
丈
聾
才
4
．
縦
雀
卜
・
5
2
置
ブ
げ
う
れ
る
κ
椹
又
と
し

τ
1
5
妬
自
の
特
色
～
t
た
匂
い
庄
と
い
え
5
の
で
あ
5
。



今
、

一

丁
†
三
行
．
　
孜
〔
は
一
行
十
壱
き
で
臭
　
畜
べ
う
る
。

但
本
ド
痴
す
る
却
令
⑳
翼
全
β
を
ひ
『
と
汲
り
乏
旭

り
。　
本
云
「
　
　
仁
干
ゆ
午
正
月
†
九
θ
未
時
珠
渓
彼
象
匂

草
才
書
潟
了
一
校
了
　
（
申
塁
）

　
宝
力
元
午
九
月
娃
七
日
恭
燈
本
全
書
名
記
此
本

　
・
老
・
故
…
館
耳
9
8
ら
．
捷
㎎
－
目
コ
箏
千
云
々
倖
η
緬
バ
ク
解
違
櫻
切
’
　
鳴
・
后
咋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
受
紙
也
。
披
閲
之
向
依
有
頬
書
分
三
帖
了
　
但
顕

　
鵡
又
女
ゆ
髪
4
穣
阜
㌘
．
子
可
稚
々
々
向
％
故
亨
遥
禍
ヨ

　
印
、
房
終
±
之
蒔
印
雅
諌
幸
法
鴻
々
々
入
波
・
之
後
故



　
　
廷
己
珊
声
評
伝
4
6
趣
ヨ
凋
持
両
妻
之
間
彼
9
疋
和
・
学
⊥
敬

　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
　
　
々
云
々
　

不
奏
之
外
棒
備
け
本
書
留
｛
～
　

但
8

　
　
俗
食
全
服
夜
々
鮎
ワ
筆
功
初
¶
’
蹄
狼
籍
…
可
療
え
眼

　
　
セ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ハ
A
q
右
μ
・
余
翁
　
　
　
在
洲
U

　
　
　
七
之
禦
か
る
者
荻
庄
二
載
之
4
8
テ
此
ケ
匂
桝
了

　
　
　
鏡
又
十
七
†
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
と
あ
る
。
　
二
仁
ド
よ
る
ξ
♪
本
禽
つ
ゐ
④
4
は
↑
’
ギ
⇔

ほ
午
エ
月
す
九
β
、
俊
4
4
②
角
鴇
7
庄
か
ら
書
3
し
た
t

6

　
の
か
、
　
載
い
1
1
ま
た
吃
の
部
易
庄
’
と
更
丈
十
与
ー
ド
す
向



烏
し
た
靴
い
ー
こ
と
ド
な
る
9
で
あ
会
。
　
さ
｝
れ
ば

疋
巧
赤
惇
ゑ
赤
か
、
・
い
礼
ば
孫
青
Y
い
・
）
種
め
て
辻

い
肉
伴
に
あ
3
重
重
な
散
本
集
の
才
・
又
と
い
ー
・
、
と

P
寸
な
る
の
で
ら
ー
．
　
昆
し
、
　
こ
の
奥
言
の
「
宝
い
・
湘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈

元
与
；
－
：
し
ぺ
丁
峰
る
矛
’
い
あ
う
た
弍
の
㍗
1
3
な
く
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
リ

の
書
呂
肴
犬
寛
又
†
与
－
に
妻
や
さ
加
え
仁
t
の
で
あ
る

　
こ
の
白
ぺ
加
伝
奥
書
仁
よ
り
発
艦
日
¶
本
な
J
t
の
∧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
　
へ

な
在
’
次
知
・
～
申
る
3
は
心
メ
〉
蓄
戸
才
ノ
ベ
包
v
で
ム
る
》
久
　
ム
ワ
．

Q
こ
⑳
’
日
オ
オ
又
は
当
、
の
輌
S
ヰ
t
自
人
3
こ
ピ
は
出
、

　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
ら

λ
4
い
　
　
こ
の
妻
℃
名
4
勺
ぽ
　
合
⊥
壌
μ
’
兀
榎
丁
，
：
」
　
以

了
「
の



■

、

奥
書
を
寅
∵
又
†
与
τ
S
す
5
に
ち
E
ー
「
或
寿
」
ド

数
っ
て
い
た
り
ε
書
、
き
加
え
た
、
の
で
あ
る
．
　
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
俊
轡
　
　
、

如
・
矛
駕
芽
の
奮
3
退
程
1
3
、
、
創
等
才
の
蔚
手
．
ト
あ
仁

り
、
　
ま
仁
、
一
力
聾
㍍
自
写
サ
ヰ
丸
あ
つ
た
今
し
い
バ
い

ず
丸
に
し
て
土
多
く
の
駄
未
曾
手
の
5
6
ヰ
に
比
し
て
そ

の
書
3
腐
祷
の
相
あ
て
ウ
0
い
苓
．
“
う
る
。

　
　
　
　
　

　
　
決
ド
　
±
伎
2
1
方
り
戌
A
に
つ
い
て
で
あ
る
バ
「

㎝
坤
徳
」
の
却
，
ド
パ
禎
の
．
祇
エ
∩
ム
5
4
w
〔
つ
λ
特

　
む
で
づ
ム
。
　
遣
咋
鉢
譲
欠
荻
！
な
・
詞
言
ト
も
蘇
・
六



げ
な
く
？
来
／
『
ぐ
れ
仁
迂
’
乏
ノ
、
秒
m
湖
ド
な
つ
た
5
4
ピ

t
夕
な
い
．
脱
陪
弘
は
そ
の
後
芋
8
1
の
k
こ
う
仁
8

」
百
あ
る
。
　
乏
わ
t
ネ
才
ノ
、
之
の
・
皿
り
。

川
　
「
左
膓
夫
六
経
忠
の
寡
に
て
診
爆
ご
へ
5
こ
ヒ
を
し

　
け
ふ
み
仁
ば
∂
化
視
～
包
・
ふ
仁
西
P
咋
り
風
…
は
い
な

　
り
巨
ふ
く
　
と
み
－
れ
咋
ビ
メ
し

ゆ
　
「
前
脊
ぐ
な
恥
蘭
院
三
的
－
8
し
ま
し
－
7
る
唆
月
の
ゐ
ム
～

　
　
　
リ
げ
3
夜
1
“
リ
ー
キ
ト
ぽ
・
…
（
ス
下
里
毎
）
し
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忠
伝
串
わ
祉
叱
　
弗
え
ぬ
丸
仁
素
て
い
の
り
ー
こ
と

　
の
は
ヤ
≠
　
い
　
か
　
‥
い
ピ
し
や

　
　
　
か
へ
し
　
　
　
　
　
　
ゆ
り
は
な

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

O
あ
ま
く
だ
る
秒
弍
し
る
、
・
，
ん
思
ふ
こ
と
空
し
き
紅

　
「
ゆ
ミ
て
い
の
く
’
ば

　
　
　
榊
を
x
め
る

ハ

4
・
榊
葦
セ
神
勾
み
む
ろ
ヒ
あ
が
む
れ
ぱ
ゆ
ふ
つ
げ
ち

（

　
の
わ
ぐ
・
‘
フ
欣
叶
り

　
　
　
脊
白
療

臼
い
へ
、
さ
、
㌧
ギ
、
の
は
っ
　
さ
る
㌃
の
仁
、
や
‘
乳
百
日
山

み
ー
ね
“
と
よ

（



　
才
～
斗
α
て
い
た
㍗
女
く
ま
つ
2
∂

　
　
　
　
加
疾
怜

い
目
つ
ト
て
疫
う
叶
ー
さ
5
メ
不
て
み
ト
ぱ
い
つ
き
て

（　
▲
T
の
　
か
ギ
ー
1
叙
体
ソ
ろ
7

　
、
？
ザ

　
　
　
　
‥
稲
サ
何
ド
ま
い
り
た
る
人
の
杓
を
こ
か
げ
卒
ば
！
－
（
以
下
θ
倉
…
）

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ

日
ム
し
ね
ケ
い
な
り
♂
紳
ド
叶
る
ら
ん
し
5
ー
の
村

　
　
へ
　
　
　
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト

　
を
ゆ
パ
～
イ
　
は
　
り
　
り
　
そ

　
　
　
　
．
己
し
向
ゲ
⑳
つ
斗
從
仁
か
‥
η
り

別
宕
き
ヒ
は
い
奮
リ
つ
神
に
祢
ー
ね
ぱ
し
る
－
の
村

（

　
の
嫉
し
け
寸
雲
し



　
　
　
（
フ
、
の
’
賀
の
詞
オ
6
り
咋
違
ま
で
硯
藷
）

　
　
　
こ
の
眠
儒
に
つ
い
て
聞
根
康
・
チ
氏
ぱ
「
里
医
了
で
1
4

　
　
な
く
一
了
の
表
〆
ヒ
〉
暑
と
の
向
ド
存
＋
ヲ
う
の
で
ろ
⊃
。

　
　
故
に
ご
ト
は
像
芽
二
陥
↑
宇
の
サ
絵
丁
・
か
丈
1
3
図
圭
W
寮
＋
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
の
書
呂
着
沢
た
本
の
鰍
き
”
梓
重
ね
ー
め
く
「
た
属

　
　
か
仰
仁
か
㍗
み
ち
・
㌔
し
　
（
．
散
ネ
奇
釈
隻
の
祈
駕
ヒ

　
赦
寿
し
抽
）
ヒ
主
’
元
わ
れ
ー
“
玉
。
　
お
そ
弓
く
い
そ
う
㍗
あ

　
　
ろ
ー
。
あ
末
勾
疋
に
は
散
ホ
隼
の
伎
ト
．
基
俊
隼
し

ほ
　
り
大
4
1
分
き
加
え
て
同
冊
と
ー
て
い
ろ
．
大
却
ヒ
い

6

　
　
。
仁
の
・
鶴
徒
奉
の
『
追
考
出
」
（
舜
島
へ
閂
首
）
バ
4



●

い
だ
ワ
㍗
伎
侍
「
差
伎
隼
」
の
差
頭
．
エ
ー
朔
θ
女
＾

t
と
仁
つ
か
は
し
叶
3
L
か
；
「
尼
を
い
へ
ぱ
な
ピ

み
ま
1
5
－
s
波
ま
な
る
坤
つ
小
じ
ま
⑳
来
撤
か
な
」

春
で
の
孜
が
蚕
却
，
同
柵
と
を
っ
・
い
5
つ
で
う
っ
て

奉
又
寸
類
従
赤
セ
全
く
同
じ
で
あ
る
．
し
か
し
、
「

墓
夜
象
生
」
セ
い
ー
綿
験
、
t
な
く
、
い
さ
t
り
「
基

伎
家
稼
ホ
」
の
本
叉
今
巻
頚
聾
詞
か
，
与
4
8
ま
つ
て
い
5

。
　
・
、
れ
1
4
ま
さ
し
く
乱
丁
k
t
い
う
〔
き
㍗
み
り
、

〃
杁
“
相
衣
の
力
肝
士
〔
倫
ま
・
ヒ
は
内
止
脊
仏
聞
に
は
‥
人
惚
c
由
川
必
侍
は
右
∠
い
，

の
で
あ
る
．
肉
偉
の
な
い
「
基
伎
集
」
斌
合
冊
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∧
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。
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⑦
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．
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。
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嶺
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司
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又
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．
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．
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＋
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叉
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潅
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史
ん
て
し
ま
つ
た
t
の
で
あ
う
・
フ
。
　
そ
れ
に
く
7
一
っ

竹
・
和
厨
丈
順
　
p
　
「
　
散
柔
”
僅
牛
脱
漁
…
」
　
と
　
い
う
　
一
　
4
　
ユ
あ
リ
　
、

こ
れ
ド
は
゜
や
1
4
り
先
の
基
伎
集
巧
｝
却
－
な
・
ボ
叶
収
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句
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又
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叔
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＋
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．
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。
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い

3
か
ピ
ぷ
E
は
杏
寸
楕
ド
寛
ド
咋
1
1
在
と
・
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ヒ

　
一
散
ま
バ
ふ
－
，
ん
　
（
三
（
刷
〕
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追
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叡
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梱
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叱
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；
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＞
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叱
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．
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瓦
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縛
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又
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叉
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．
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．
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岬
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［
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叢
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決
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
小
♪
田
坦
崎
（
天
雨
三
与
1
7
声
化
硬
与
・
隔
没
）

は
民
稔
の
人
．
脊
声
卜
師
事
し
ρ
す
九
κ
水
・
戸
肴
艦

・
卜
醇
せ
、
㍉
斜
彰
4
つ
館
和
妻
や
為
ド
出
作
L
た
薗
鷺
肴
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

淘
宮
永
時
（
文
ル
ニ
与
顧
ー
明
澄
五
与
竺
6
8
♂
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（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
り

は
吃
の
門
下
　
水
・
ア
の
人
で
蕎
昭
匂
に
仕
へ
小
由
中

坦
頃
ヒ
告
に
八
洲
又
蓮
Σ
編
基
し
た
国
舜
肴
で
あ
る
．

　
こ
∧
漁
り
葬
二
人
バ
卦
μ
ヤ
小
生
’
巧
嵐
象
で
あ
つ
た
こ
ヒ

は
ま
お
ゴ
立
芯
オ
〔
さ
ご
ヒ
で
あ
っ
た
．
　
永
好
の
い
う



岬
㊨
枝
本
ヒ
斥
銀
い
請
∩
す
怜
入
ト
た
本
で
あ
り
、
水
・
ア

痴
・
い
臼
砿
上
1
た
弍
爪
↑
こ
ト
は
辞
を
、
薙
徒
の
克
・
又
”
と

太
n
オ
ソ
3
垣
臥
・
不
真
匂
殊
生
で
み
、
つ
た
の
で
あ
る
。

　
矛
全
竹
秀
一
冊
9
～
遠
に
は
k
昇
の
微
鷺
翼
み
’
5
．
　
夜

札
は
乏
、
の
糎
く
葭
雑
な
棘
婁
の
過
1
1
を
辿
つ
丁
“
う
．

「
墨
ヒ
朱
ヒ
を
戎
て
榜
卜
書
け
る
は
｛
ヒ
よ
リ
改

　
牢
ド
φ
あ
り
・
ワ
5
也
。
　
寸
Y
、
記
せ
る
は
故
翁
才
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

　
藍
を
以
て
t
の
せ
ー
る
也
　
イ
ヒ
記
せ
る
は
塁
序

　
也
。
　
ム
ヒ
記
《
る
ば
故
z
9
9
穿
庁
争
壱
ク
砲
な
き
↓
t
の

　
也
。
　
ル
と
記
せ
る
1
3
群
書
麺
沃
。
（
墨
ヒ
記
せ
る
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ル
の
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寿
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。
　
。
と
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叉
る
直
墨
に
て
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せ
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書
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あ
ザ
．
丁
。
口
と
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せ
る
は
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な
4
9
未
卜
墨
ド
て
イ
と
印
せ
る
克
レ
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こ
れ
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∩
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3
セ
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未
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蓄
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は
、
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云
今
・

3
3
前
ト
す
で
に
墨
x
朱
を
以
て
欲
皇
の
書
〉
ト
尺

有
し
て
い
た
の
で
あ
ー
、
永
好
は
更
ド
戎
上
艮
5
拠

く
纏
々
な
梼
¢
《
ε
爾
平
“
て
麹
司
を
歎
み
咋
い
る
・
。
あ

後
の
外
’
F
t
つ
叉
卑
孝
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ヒ
注
ノ
し
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妻
●
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仁
t
あ
リ
、
　
・
9
4
4
1
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塔
晴
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記
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証
t
劣
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い
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。
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叩
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又
献
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⑰
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体
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迎
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簿
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⑳
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＋
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］
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篭
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．
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岬
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．
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双
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仁
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以
上
り
軌
く
向
宮
庄
の
絞
ρ
孕
1
3
〔
復
雑
な
段
％
を
示

す
弍
の
で
、
丈
方
逢
の
赦
塁
は
籍
書
麹
挺
本
以
外
の

謁
赤
Y
の
ね
・
双
で
（
矯
庁
の
え
は
♂
し
て
い
な
“
が
）
あ
〉
こ
と
戻
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L
　
　
　
の
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L
六　
水
・
戸
障
を
災
え
仁
呼
尋
二
人
ボ
散
ネ
象
珂
え
ド
か

く
t
熱
に
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そ
の
枚
婁
俵
4
細
を
養
し
て
▽
5
の
で

あ
る
穴
、
序
文
か
；
い
入
ば
麹
徒
寿
系
で
あ
り
、
間
儒

手
は
麹
一
役
牢
・
イ
㌍
綱
本
・
倒
孜
六
孕
寿
・
・
王
大
寿
・

（
繊
剖
ヰ
七
迩
い
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↑
）
善
と
苦
直
丁
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左
り
基
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姓
醐
弩
・
と
・
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つ
　
て
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z
∂
。



　
山
　
詞
書
「
な
、
5
の
荻
合
に
人
に
か
ば
1
1
て
」
（
五
月
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こ
ト
は
「
ほ
と
ー
ぎ
す
鳴
う
わ
し
さ
ゴ
と
つ
㌧
此
ど

　
t
t
祐
ド
体
声
t
ヒ
ま
ら
x
ソ
け
り
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と
い
う
「
永

　
　
縁
奈
艮
房
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冶
に
作
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牛
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±
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雇
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）
介
必
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詠
－
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額
②
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作
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詞
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の
み
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し
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二
仁
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く
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自
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、
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た
．
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ー
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は
ぶ
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む
s
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叫
8
6
鳥
－
，
u
の
詞
含
宕
に
「
［
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川
門

問
　

ド
か
は
り
、
て
・
却
広
不
メ
之
ピ
ビ
み
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と
」
と
メ
約
ネ
ー
ド

6
　　
　
混
λ
－
て
い
ム
．
「
今
こ
％
は
」
の
孜
は
勿
論
「



　
永
簿
杢
良
彦
軟
合
し
に
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な
い
り
㍗
あ
る
。
書
蔭

　
ム
8
ー
牟
を
娯
拍
太
野
本
皐
練
の
諸
寿
は
か
よ
う
な
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ゆ

　
書
，
直
冒
し
て
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な
い
　
　
こ
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は
向
宮
本
⑳
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欠

　
ー
6
で
は
な
く
1
6
徒
牟
至
坑
命
誤
謬
な
の
で
あ
る
。

力
　
叙
部
パ
月
の
ち
の
詞
書
と
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醜
鶏
・
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。
詞
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「
曙
ド
度
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ま
．
ζ
か
く
向
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げ
れ
ぱ
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ブ
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し
へ
、
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あ
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「
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サ
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ゲ
る
度
の
声
さ
す
が
跡

　
　
つ
か
ひ
P
オ
・
き
亡
り
咋
る
か
左
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
本
劣
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叉
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「
あ
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へ
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仁
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萩
の
詞
．
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］
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．
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あ
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司
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…
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梨
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句
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よ
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．
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；
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。
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仁
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⑳
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＼
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．
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∧
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‘
。

6

　
　
　
こ
の
孜
ヒ
詞
＋
泡
円
欠
夙
し
て
い
る
の
ほ
押
宴
L
4



・
小
ス
牢
・
岸
牢
左
著
で
、
ゑ
の
み
欠
け
て
“
る
⑳

は
神
宮
甲
4
・
ρ
ρ
千
改
4
で
、
　
い
丁
フ
不
礼
麺
徒
ヰ
王

以
外
の
諸
干
で
あ
3
。
　
こ
の
克
丁
σ
θ
・
∋
今
頃
合
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

「
い
久
凡
同
じ
　
　
一
・
　
二
　
の
費
の
存
し
て
　
い
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
（

類
徒
牢
以
外
の
含
や
咳
却
奉
・
小
久
奉
・
鳥
丸
オ
・
丈

昨
寿
・
三
句
ヰ
考
の
諸
亭
で
あ
5
．
　
野
σ
4
t
丈
野

牢
’
皐
練
ド
・
海
＋
ヲ
3
ご
Y
バ
こ
ト
ド
よ
つ
て
＾
明
、
5
か
ド

　
　
　
　
　
O

㌃
つ
丁
　
く
　
v
σ

　
類
従
ネ
と
そ
丸
以
外
の
多
く
の
諸
才
ピ
の
相
違
点

は
、
散
未
集
の
作
畠
、
詞
を
㊨
の
賊
つ
集
の
有
ち
抱
ド
よ
り



c 、⊂）
）　’

　
　
　
　
　
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

己
。
り
さ
れ
る
　
　
倒
え
ぱ
そ
の
’
フ
　
に
カ
へ
の

　
　
『
。
零
二
互
の
ま
ザ
か
く
割
え
サ
れ
ぽ
　
　
　
゜

　
　
　
e
　ー
　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
友
ブ
ら
し
き
ド
よ
め
る

・
4
9
・
戸
易
け
て
立
い
ゲ
る
底
命
声
き
け
ば
跡
つ
か
ひ

　
仁
t
き
た
り
寸
る
か
な
（
＼
日
日
ノ
）
L

　
　
つ
　
や
　
　
　
つ

　
ハ
詞
τ
と
蒙
と
ズ
劾
徒
力
＋
は
蔽
唐
し
丁
い
る
．

と
＝
う
穴
き
腹
郭
牢
・
神
宮
入
庫
甲
乙
本
’
た
野
本

・
三
手
本
・
昌
’
干
孜
本
・
尚
金
毎
’
α
月
寿
本
・
小
汲

・
禾
の
久
⑰
諸
亭
巨
は
凡
て
在
口
し
て
い
る
。
　
碇
鼎
才
イ
人
る
中

布
ヒ
ふ
え
わ
れ
て
い
5
櫓
・
祈
門
巌
亭
に
t
こ
の
’
メ
9
が



ち
る
。
　
そ
れ
ト
着
芽
九
雑
却
以
千
を
欠
．
肌
し
て
い
る

か
弓
神
宮
文
庫
汁
巌
牽
ド
此
い
牢
矢
’
と
持
つ
礼
の
と

　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
え
る
で
あ
ろ
）

、

　
足
魂
は
ま
止
、
偏
采
の
烏
宇
を
サ
て
信
果
の
群
ε
鶴

佐
紋
合
の
サ
で
は
偽
芝
セ
ヂ
自
鵬
寸
墨
を
渓
て
杖
塁

を
施
し
て
、
・
る
。
へ
債
采
⑳
杖
合
俵
朱
）
ま
た
ほ
孝
、

信
衆
の
加
λ
て
い
る
荻
の
化
集
へ
の
角
臨
Z
ビ
弍
慣

貰
吏
加
を
な
し
て
い
5
。
　
こ
の
段
1
2
を
腰
舟
荏
で
み

5
と
、

　
伴
考
庁
（
　
勅
∵
榎
皇
　
の
　
上
…
フ
・
〃
　
修
る
附
）
二
曾
里
ヶ
・
）
ー
信
…
采
（
勅



間

樫
十
石
首
（
城
河
百
首
’
仮
河
伎
及
匂
看
）
’
万
代
集
二
・
（
朱
妻
9
）
ー
ー
1
↓
忠
硬

（
忙
叉
’
い
こ
＋
言
の
　
上
‥
私
穫
・
里
’
頚
題
皇
・
・
　
乏
の
他
゜

ら
ρ
書
ヒ
の
聞
偉
を
遥
、
祉
、
翌
穆
を
な
丁
．
）
V
い
ー
よ

う
’
い
●
伊
肉
す
る
の
㍗
、
あ
5
。
　
三
鼎
寿
「
散
↑
木
・
4
C
苛
患

’
稗
注
青
庁
」
ハ
ザ
寿
を
’
堂
P
担
正
を
乞
う
た
時
の
和
縞
）

の
牛
に
「
取
菩
薮
載
在
璃
集
及
諸
書
者
校
讐
之
以
録
累
同
」

k
ユ
記
し
z
　
い
5
の
は
改
の
司
の
経
、
緯
を
鋤
培
る
も
の

で
あ
る
。
　
次
ド
ρ
8
9
牢
赤
ら
多
冊
未
門
＼
円
杖
合
り
矯
2
／
状
残
熊
㌻
△
左

の
〒
ヘ
メ
献
写
阜
）
ド
ラ
・
肉
像
の
個
所
を
み
て
み
よ
ー
。
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以
卜
’
」
偲
か
　
一
　
丁
．
人
プ
弓
み
’
吟
刷
で
ム
っ
リ
、
　
丁
ド
よ
つ

て
痴
冷
族
合
う
多
《
纂
は
あ
る
W
、
（
茅
丁
は
穣
雑
）
要

す
る
F
三
船
庁
は
ρ
禍
赤
を
あ
文
承
汀
1
8
の
虫
兵
糾
と

し
ー
｛
甲
い
、
　
得
考
・
信
釆
の
絞
里
同
を
燥
詩
し
つ
》
嬢

番
ヰ
の
’
本
（
古
鎗
牢
）
麹
役
赤
ド
也
ビ
十
又
を
↑

に
に
紋
舎
を
足
め
て
漸
ぼ
上
楠
り
註
t
嬬
加
し
つ
、

や
が
て
刊
才
．
致
本
キ
玖
隻
二
糟
注
L
の
ま
地
ε
句
成

　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

し
て
い
っ
た
　
　
ヤ
ρ
　
　
刊
才
成
膓
ま
て
に
痔
艘
1
3
6
1
“
“

鯵
里
（
木
国
）
、
柚
そ
壁
（
〉
戸
）
菩
ド
三
祈
方
の
縞
を

送
り
音
〔
見
を
乞
う
た
。
二
人
の
」
餅
塔
玄
w
は
間
じ
く
刈
谷
間



奮
館
庫
．
蓬
薦
字
熟
劾
し
舞
≦
†
九
冊
に
所
ぱ
。
こ
の

予
ド
っ
い
1
1
1
箪
躍
’
雄
氏
楠
－
碧
イ
渇
叢
含
汐
L
ち
4

五
†
＜
轄
「
詞
花
雀
解
－
し
（
穫
W
肇
里
毛
）
　
の
併
詐

と
し
て
繁
里
・
冬
鰍
の
「
散
ズ
集
考
」
⇒
秤
ボ
翻
刻

ざ
わ
て
い
る
．
　
こ
わ
1
5
苦
順
の
笈
由
に
蕗
し
て
リ
ニ

ん
の
茸
赤
箪
釈
の
旬
釈
、
考
証
で
》
あ
っ
た
．
、
、
＋
4

は
芯
嘘
り
埠
辻
本
に
’
岬
k
－
あ
ザ
て
い
る
．
三
パ
、
僅
）

　
以
⊥
の
軽
造
Σ
た
ビ
リ
忠
鴫
1
5
克
く
肉
更
鳥
次
あ

れ
び
人
を
ボ
φ
桝
正
を
乞
ビ
、
寸
紅
木
青
釈
生
博
注
L

イ
と
完
夜
し
た
　
う
で
　
4
ろ
。



｛ 日

　
以
上
工
’
撃
な
，
散
本
口
生
し
の
3
亭
ド
つ
日
て
蓬
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

て
ム
・
八
次
こ
の
升

ド
叱
牢
侍
第
の
η
今
卒
1
1
甘
乏
だ
4
γ
い

　
こ
れ
ら
λ
ノ
く
の
3
本
・
‥
つ
い
て
は
警
↑
者
」
t
日
下
調

お
旦
泣
丁
で
細
餉
つ
’
い
お
ト
、
つ
て
は
ム
ノ
φ
役
k
t
列
復
さ
　
姫
統

せ
ね
ぽ
駕
、
，
コ
い
が
、
　
そ
の
ロ
司
才
と
所
拾
八
肴
と
ε
左

　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

ド
ム
　
濠
り
　
て
　
お
　
く

　
一
、
　
⊥
散
・
不
和
孜
集
（
〔
冊
）
：
∋
、
散
ネ
あ
勺
歌
皇
（
三
冊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
戊
上
”
筏
魏
ほ
⊥
三
卜
違
餐
文
庫
所
巌
。

　
ジ
　
散
本
ゑ
寸
詫
象
（
二
冊
）
・
助
、
　
・
散
木
左
可
荻
集
・
二
冊
）

　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
渓
上
二
本
は
弩
ト
乏
円
蛸
う
『
書
館
猷
。
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ツ
　
　
ベ

国、

U
不
肴
究
集
（
九
冊
）
・
六
　
散
未
告
荻
集
（
多
冊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
以
上
”
手
讐
ド
〉
鵬
都
「
六
尊
緒
り
麻

匂
、
　
散
木
肴
仔
皇
（
輪
冊
）
・
内
な
名
（
・
’
冊
）

人

　
べ
上
ち
孝
五
句
ド
・
竜
門
ヌ
陣
酢
蔵
。

；）．1・ゆ
、

工、　（ヤ）　（九、

　、　　　　　　、

散
ネ
音
筏
4
三
舶
）
二
竹
柏
函
汁
猷
）
．
（
佑
含
λ
“
綱
ヂ
晶
を
Q
σ
う
）

散
ネ
・
可
弗
皇
（
”
柵
）
二
阿
沢
圃
メ
庫
旧
叙
・
旧
裾
履
手
氏
歳
）

夜
額
皇
（
’
禍
｝
（
浪
香
虎
雄
民
蕨
）

丸
取
　
末
四
　
和
　
貌
ハ
像
〉
＋
（
八
冊
｝
　
（
協
肥
　
ρ
　
笈
o
転
獅
ロ
抱
　
’
式
宏
臥
）

俊
額
朝
後
評
殊
η
（
’
冊
）
（
彰
牙
4
館
猷
）

紅
・
不
皇
（
’
冊
）
（
静
爵
鳩
・
一
氏
承
）



も軒

　
こ
の
升
窒
日
知
P
＞
弓
な
い
諸
本
も
ま
だ
あ
る
だ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ー
。
　
今
技
の
祈
次
ド
志
し
た
い

　
諸
矛
の
寂
里
っ
な
ビ
を
弦
み
つ
》
考
え
た
こ
と
で
あ

る
沢
、
　
査
唱
は
伎
頼
自
身
の
4
萩
は
た
だ
一
つ
の
弓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

で
あ
っ
た
髪
・
で
あ
る
の
に
赦
訂
　
杖
里
い
な
ど
を
・
迎
し

て
み
3
セ
こ
れ
ま
で
寄
建
し
ー
き
た
通
‘
－
講
ヰ
ド
よ

り
孜
吃
の
t
り
は
｛
Y
よ
り
、
詞
を
θ
え
甚
ピ
し
く
巽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

女
つ
て
い
3
多
く
の
・
場
ト
遭
過
し
ー
φ
た
　
俊
脾
の

荻
を
杉
づ
え
3
a
人
連
訳
困
’
わ
ぬ
さ
か
し
己
ノ
で
才
叉
を

誇
3
し
た
こ
ピ
礼
ち
う
・
フ
。
　
こ
わ
；
3
孝
、
寂
企
な



ピ
は
弍
ヒ
よ
リ
吐
役
か
鵬
の
人
苗
ル
の
・
廟
…
で
封
つ
た
こ
と

で
作
名
俊
鶴
ト
は
ム
コ
〈
与
か
り
知
，
〉
ぬ
、
、
ヒ
で
∠
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ヵ
　

へ
　
　
ヵ

　
コた
　
　
吃
土
で
は
侵
袖
の
倖
「
た
t
と
う
た
は
5
の
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

の
．
ど
れ
・
で
浜
つ
た
の
か
　
　
、
、
の
え
胡
こ
t
八
、
仮
脅
の

誇
ド
本
ち
ド
迩
ず
く
：
セ
で
あ
り
、
牢
ヌ
初
え
5
中

に
ド
、
　
し
か
礼
よ
－
－
よ
さ
与
匹
㊧
1
茅
広
と
し
て
匁
自

　
　
　
マ
　
ヘ
　

ヤ
　

や

曾
パ
の
礼
と
の
多
’
と
み
つ
サ
カ
ォ
d
ノ
こ
セ
が
殆
人
隻
韓
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

味
ち
り
師
笈
で
な
叶
れ
ぽ
な
、
〉
ぬ
、
　
4
・
又
ノ
巧
a
ヒ
臼
’

晴
ド
殊
人
伎
襲
ヒ
い
・
フ
文
4
・
⑲
ぜ
毘
ク
r
O
饒
「
し
て
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

角
二
石
々
々
の
符
疹
毛
犬
p
に
考
え
ね
ぱ
な
；
4
い
の
で
あ
る


